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公益信託富士フイルム・グリーンファンド

 富士フイルム・グリーンファンド（FGF）とは

公益信託富士フイルム・グリーンファンド（ＦＧＦ）は
富士写真フイルム株式会社が創立 50 周年を機に
新しい分野での社会還元を志し、
自然環境の保全・育成のための
基金拠出を決意し、1983 年に設立されたものです。
民間企業による、自然保護をテーマとした公益信託としては
日本で最初に設立されたもので、この 35 年間に、
自然環境の保全・育成に関する活動や研究に対して
数多くの助成や支援を行い、成果を上げてきました。

2019 年度
助成申請予定
応募の締め切り
5月7日（火）

2019 年度の活動・研究助成の申請は 2019 年３月1日より受付を開始いたします。応募要項をご希望の方は、ハガキまたはファクスに住所・
氏名・電話番号・研究あるいは活動助成の別を明記の上、下記宛てにご請求ください。また、一般財団法人自然環境研究センターのウェブペー
ジ (http://www.jwrc.or.jp/) からも当該文書をダウンロードすることができます。
〒 130-8606　東京都墨田区江東橋三丁目 3 番 7 号　江東橋ビル

（一財）自然環境研究センター内　公益信託富士フイルム・グリーンファンド事務局　 TEL．03-6659-6310（代）　FAX．03-6659-6320

The Fund is the very first charitable trust in japan which was estabilished by a private 
enterprise for the purpose of nature conservation.For the last 35years.since its 
establishment,the Fund has been applied toward a number of successful programs for 
support of various activities and research works concerning nature conservation.
● OUTLINE
Date of establishment ：October 12 1983
Trustor	：	FUJIFILM Holdings Corporation
Trustee	：	The Sumitomo Mitsui Trust & Banking Co.,Ltd.
Fund 	 ：	Japanese Yen 1,000,000,000
● ACTIVITIES
1. Creating opportunities for exchange between people and green environment 
2. Promoting communication between concerned people in support of green  environment 
3. Supporting activities for conservation of green environment
4. 	Supporting research works for conserving and fostering green environment
＊ Currently. the fund is applied to domestic activities only.

●概要
設立年月日　1983 年 10 月 12 日
委託者　　　富士フイルム ホールディングス株式会社
受託者　　　三井住友信託銀行株式会社
受託財産　　1,000 百万円
●事業内容
ＦＧＦは４つの事業を進めています。
①未来のための森づくり
②緑のための支援事業
③緑とふれあいの活動助成
④緑の保全と活用の研究助成
＊今年度の活動は本誌25ページからのFGF通信にあります。
＊現在、本公益信託の事業は、日本国内を対象に行っています。

知床連山を望む（2018 年 10 月）

　

２
０
１
１
年
３
月
、
震
災
が
起
き
て
２
週
間
ほ
ど
経

っ
た
時
に
、
当
時
、
私
が
勤
め
て
い
た
環
境
省
に
加
藤

則
芳
さ
ん
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に

半
年
か
け
て
歩
い
た
全
長
３
５
０
０
㎞
の
ア
パ
ラ
チ
ア

ン
ト
レ
イ
ル
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
、
「
日
本
で
も
地

域
と
共
に
育
て
る
生
き
生
き
と
し
た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

を
実
現
し
て
ほ
し
い
、
三
陸
の
沿
岸
に
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
、
私
も
応
援
し
ま
す
！
」

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
の
お
話
を
一
緒
に
聴
い
た
環
境
省
の
仲
間

と
話
し
合
い
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
は
動
き

出
し
ま
す
。
道
づ
く
り
の
た
め
の
現
地
踏
査
や
各
地
で

開
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を
加
藤
さ
ん
に
報
告

す
る
と
、
病
床
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
、
た
く
さ
ん
の

大
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
７
年
、
い
ま
９
０
０
㎞
を
超
え
る
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
の
全
線
が
開
通
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

国
内
か
ら
は
『
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
』
を
は
じ

め
、『
信
越
ト
レ
イ
ル
』
、『
熊
野
古
道
』
、『
世
界
自
然
遺

産
奄
美
ト
レ
イ
ル
』
と
い
う
様
々
な
タ
イ
プ
の
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
を
紹
介
い
た
だ
き
、
海
外
か
ら
は
ア
メ
リ

カ
、
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
の
原
生
自
然
の
中
を
抜
け
て
い
く

『
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
』
や
、
イ
ギ
リ
ス

の
美
し
い
田
園
景
観
を
巡
る
『
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ド
・
ウ

ェ
イ
』
な
ど
の
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
集
の
ま
と
め
と
し
て
開
い
た
座
談
会
で
は
、
木
村

宏
さ
ん
、
シ
ェ
ル
パ
斉
藤
さ
ん
と
「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

が
目
指
す
も
の
」
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
会
場
、
新
宿
御
苑
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
２
０
１
１
年
10
月
に
加
藤
さ
ん
と
国
立
公
園

や
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
テ
ー
マ
に
鼎
談
を
行
っ
た
場
所
で

す
。
そ
の
時
、
加
藤
さ
ん
は
知
床
の
こ
と
に
ふ
れ
、
世
界

遺
産
登
録
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
国
立
公
園
や
地
域
の

取
り
組
み
の
歴
史
が
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
語
り
ま
し
た
。
地
域
と
共
に
歩
む
国
立
公

園
、
そ
し
て
、
地
域
と
共
に
育
て
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
、
知
床
の
地
を
訪
ね
、
澄
み
き
っ
た
空
の
も

と
を
歩
き
な
が
ら
、
加
藤
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
宝
も

の
の
よ
う
な
数
々
の
言
葉
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

　

「
自
然
が
大
事
だ
と
語
る
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
。
歩
い
て
肌
身
を
通
じ
て
感
じ
る
人
が
増
え
て
こ

そ
自
然
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
」
こ
う
し

た
加
藤
さ
ん
の
思
い
が
多
く
の
人
た
ち
の
力
に
よ
っ

て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
現
し
て
い
く
よ
う
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
（
Ｗ
）

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル



　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。
ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、「
歩
く
旅
」
を
楽
し
む
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
距
離
の

の
長
い
道
の
こ
と
で
す
。
登
頂
を
目
的
と
す
る
登
山
と
は
異
な
り
、
登
山
道
や
ハ

イ
キ
ン
グ
道
、
自
然
散
策
路
、
里
山
の
あ
ぜ
道
、
と
き
に
は
車
道
な
ど
を
歩
き
な

が
ら
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
で
す
。
そ
し
て
今
、
じ
わ
じ
わ
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
楽
し
さ
に

魅
了
さ
れ
た
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
銘
打
た
な
く
と
も
、日
本
に
は
、「
四
国
八
十
八
ヶ
所
遍

路
」や「
お
伊
勢
参
り
」な
ど
歩
く
文
化
が
古
く
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や

自
治
体
で
も
、１
９
６
９
年
の
東
海
自
然
歩
道
構
想
の
発
表
以
降
、
全
国
を
つ
な

ぐ
「
長
距
離
自
然
歩
道
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

構
想
発
表
か
ら
50
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
長
距
離
自
然
歩
道
に
改
め
て
光

を
あ
て
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
歩
く
魅
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
活
動
も
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
、
そ
の
「
歩
く
」
と
い
う
文
化
そ
の
も
の
を
見
つ
め
直
す
機
運
が
高
ま
り
、

多
く
の
人
た
ち
の
協
働
に
よ
る
「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
３
月
に
全
線
が
開
通
す
る
予
定
の
被
災
地
復
興
の
道
、「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」
を
は
じ
め
、
開
設
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
「
信
越
ト
レ
イ
ル
」、
古

く
か
ら
の
信
仰
の
道
「
熊
野
古
道
」、
世
界
自
然
遺
産
推
薦
地
を
含
む
奄
美
群
島

の
島
々
を
巡
る
「
世
界
自
然
遺
産 

奄
美
ト
レ
イ
ル
」、
そ
し
て
日
本
の
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
故
・
加
藤
則
芳
さ
ん
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
ア
メ

リ
カ
の
「
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
」、
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
歩
道
の
魅
力
や
田
園
景
観
が
美
し
い
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
の
道
（Cotsw

old 
W

ay

）
も
紹
介
し
ま
す
。

　

記
事
の
ま
と
め
と
し
て
開
い
た
座
談
会
で
は
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
会
の

常
務
理
事
で
あ
り
、
実
践
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
者
で
あ
る
木
村
宏
さ

ん
、自
由
な
旅
を
30
年
以
上
続
け
、『
シ
ェ
ル
パ
斉
藤
の
世
界
10
大
ト
レ
イ
ル
紀
行
』

の
著
者
で
あ
る
紀
行
作
家
の
斉
藤
政
喜
さ
ん
、
そ
し
て
環
境
省
自
然
環
境
局
長
時

代
に
先
述
の
故
・
加
藤
則
芳
さ
ん
と
の
出
会
い
が
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

構
想
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
渡
辺
綱
男
本
誌
編
集
長
の
３
人
が
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
の
魅
力
や
可
能
性
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
記
事
を
読
み
終
わ
る
頃
に
は
、
あ
な
た
も
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
旅

に
出
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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みちのく潮風トレイル
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コラム
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シェルパ斉藤（本名・斉藤政喜  さいとう　まさき）
1961 年長野県生まれ。八ヶ岳南麓に自らの手で家をつくり、火
を中心とした田舎暮らしを実践している紀行作家。アウトドア雑
誌を中心に紀行エッセイを長期連載中で、著作は 30 冊以上。野
営道具を背負って国内外のトレイルを数多く歩いているバックパッ
カーでもあり、犬連れ旅や自転車、オートバイ、ヒッチハイクな
ど自由な旅を 35 年以上継続している。

勝俣　隆（かつまた　りゅう）
1972 年東京生まれ。ハイカーズデポ・スタッフ。2000 年よりヨ
セミテ通いを始め、2004 年からサンフランシスコに在住しジョン・
ミューア・トレイルを含むシエラネバダを歩く。2014 年にアパラ
チアン・トレイルを踏破。以降、シエラネバダに毎年通い、「Ｊ
ＭＴガイドブック」を執筆。現在は八ヶ岳南麓に居を移し、シエ
ラネバダとジョン・ミューアの研究を行う。

相澤久美（あいざわ　くみ）
1969年東京生まれ。建築家・編集者・プロデューサー。米国で
学んだ後帰国し 97 年に設計事務所を設立。建築設計の傍、雑
誌の編集、ドキュメンタリー映画の製作・配給、災害支援、防災
情報紙の発行等を行う。2015 年からみちのく潮風トレイルの運
営計画策定に携わり、2017 年に NPO 法人みちのくトレイルクラ
ブ設立。理事としてトレイルの運営、利用促進、広報等を推進する。

人
と
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然
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出
会
う
道
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16 ジョン・ミューア・
トレイルの魅力
勝俣 隆

18 イギリスの歩く道
山本裕実子

20 座談会　
「ロングトレイル　人と自然と出会う道」
木村宏×シェルパ斉藤×渡辺綱男　

木村宏（きむら　ひろし）
1961 年東京生まれ。大学卒業後、リゾート開発、ホテル経営会
社勤務を経て、長野県に移住、日本型 DMO の先駆け、信州い
いやま観光局の運営を実践。観光まちづくりに関わる。また、「信
越トレイル」の整備・事業化や「みちのく潮風トレイル」の構想段
階から参画し、日本のロングトレイルの普及活動にも従事する。
北海道大学観光学高等研究センター 特任教授。

14 「世界自然遺産
奄美トレイル」のチャレンジ
前田尚大　

ふたつの巡礼の道を歩く
熊野古道と
サンティアゴ巡礼道
多田稔子

12

多田稔子（ただ　のりこ）
和歌山県生まれ。和歌山大学教育学部卒業。2006 年に設立され
た、田辺市内５つの観光協会で組織する「田辺市熊野ツーリズム
ビューロー」の会長に就任。日本におけるDMO（観光地域づくり
組織）の先駆けとして、熊野古道エリアを「世界に開かれた上質
で持続可能な観光地」とすることを目指して活動し、国内外で高
い評価を得ている。

渡辺綱男（わたなべ　つなお）
1956 年東京生まれ。1978 年に環境庁に入庁、全国の国立公園
や野生生物の保護管理にあたる。釧路湿原の自然再生や知床の
世界遺産登録、生物多様性条約 COP10 の開催、三陸復興国立
公園づくりなどに携わり、2012 年環境省を退官。現在は自然環
境研究センターや国連大学に勤務。著書に『日本の自然環境政
策』（東京大学出版会）など。

本誌に関するお問い合わせは
〒 130-8606　東京都墨田区江東橋三丁目 3 番 7 号　江東橋ビル

（一財）自然環境研究センター内　公益信託　富士フイルム・グリーンファンド事務局　
TEL. 03-6659-6135

前田尚大（まえだ　なおひろ）
1990 年東京生まれ。鹿児島県環境林務部自然保護課奄美世界
自然遺産登録推進室。2014 年環境省入省。本省勤務、知床国
立公園・世界自然遺産知床での現場勤務を経て2017年より現職。
中学生時代以来に訪れた奄美の自然に感動する。「世界自然遺
産 奄美トレイル」の推進や、世界自然遺産推薦地の核心地域に
おける利用適正化対策などに取り組んでいる。

千田初男（ちだ　はつお）
1947 年宮城県生まれ。愛子ハグリッズ運営委員長。中学時代か
らバイクに乗り始め、レースに憧れて大学時代の19歳、富士スピー
ドウェイで初レース。本田技研に入社し、のち仙台に戻りレース
関係の仕事に従事、子どもが６年生の時初めて学校とかかわり
を持つ。９年前愛子小学校新設に伴い現在の子どもの森活動を
開始、子どもを中心にした夢を追える授業と活動を目指している。

山本裕実子（やまもと　ゆみこ）
1992 年兵庫県神戸市生まれ。京都大学大学院農学研究科森林
科学専攻修了。修士課程でイギリスの Rights of Wayとナショ
ナル・トレイルの管理運営について調査を行う。2016 年に環境
省に入省。現在は万座自然保護官事務所にて、上信越高原国立
公園の保護管理等を行っている。

表紙写真：茂木綾子 
写真家、映像作家。92 年キャノン写真新世紀荒木賞受賞。97 年よりミュンヘン、06 年よりス
イスのラコルビエールにて活動。09 年淡路島へ移住し、アーティストコミュニティ「ノマド村」の
活動を展開。写真集『travelling tree』（赤々舎）（2013）、映画『島の色 静かな声』（2008）、『幸
福は日々の中に。』（2015）、『zen for nothing』（2015）など。表紙写真は、みちのく潮風トレ
イルをスルーハイクした長谷川晋氏。東松島市・浦戸諸島の野々島で、本線から少し降りたとこ
ろにプライベートビーチを見つけ、一人てくてく歩き眺める多島海の風景。

・2018 年度事業報告
（FGF が展開する 4 つの事業紹介、自然観
察路コンクール受賞作品紹介など 2018 年
度の活動）

・2018 年度助成先決定
・2017 年度助成先の紹介
・ 過去の助成先の今（2014 年度助成）
　愛子こどもの森の保全とふれあい活動

根津貴央（ねづ　たかひさ）
1976 年栃木県生まれ。大学卒業後、広告会社でコピーライター職
に従事。2012 年にライターとして独立し、アメリカのロングトレイル

「パシフィック・クレスト・トレイル（4,264km）」を踏破すべく渡米。
2014 年からは、ネパールの「グレート・ヒマラヤ・トレイル（1,700km）」
の踏査プロジェクトに参画。以来、毎年ヒマラヤに通う。2018 年 
4 月、ライター & エディターとして TRAILS に正式加入。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

（撮影／シェルパ斉藤）

（撮影／シェルパ斉藤）

　塩竈市



44555 4

 　
陸 

奥

　

陸む

奥つ

の
国
。
日
本
の
地
理
的
区
分
の
基
本
単
位
・

律
令
制
に
基
づ
く
令
制
国
の
一
つ
で
、
五
畿
七
道

の
一
つ
、東
山
道
に
属
す
る
。
飛
鳥
時
代
（
５
９
２

年
）
か
ら
、
戊
辰
戦
争
に
敗
戦
し
た
奥
羽
越
列
藩

同
盟
諸
藩
が
処
分
、
分
割
さ
れ
る
明
治
時
代
初
期

（
１
８
６
９
年
）
ま
で
、
辺
境
の
大
国
と
し
て
知

ら
れ
た
。
１
８
６
９
年
に
分
立
し
た
岩
代
国
・
盤

城
国
は
現
在
の
福
島
県
及
び
宮
城
県
南
部
に
、
陸

前
国
は
現
在
の
宮
城
県
、
陸
中
国
は
岩
手
県
、
陸

奥
国
は
現
在
の
青
森
県
と
一
部
岩
手
県
（
二
戸
郡
）

に
相
当
す
る
。
今

も
各
地
の
地
名
に

名
残
が
残
る
。

　

律
令
時
代
の
東

山
道
は
、
畿
内
と

東
山
道
諸
国
の
国

府
を
結
ぶ
幹
線
道

路
で
、
多
賀
城
の

陸
奥
国
府
よ
り
北

は
小
路
で
、
北
上

盆
地
に
あ
っ
た
鎮

守
府
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
。

　

古
事
記
で
は「
道
奥
」（
み
ち
の
お
く
）と
呼
ば
れ
、

日
本
書
紀
に
は
「
陸
奥
」
と
し
て
多
く
見
ら
れ
る
。

平
安
時
代
ま
で
「
陸
奥
」（
み
ち
の
く
）
と
も
呼
ば

れ
、
そ
の
後
「
陸
奥
」（
む
つ
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
語
源
は
、「
都
か

ら
み
て
遠
い
奥
」
に
あ
る
国
。
確
か
に
遠
く
、
平

安
京
か
ら
陸
奥
国
府
ま
で
は
25
日
ほ
ど
か
か
っ
た

と
い
う
。
い
に
し
え
の
人
々
は
よ
く
歩
い
た
。
歩

く
旅
が
、
旅
の
基
本
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。

   

い
ま
、み
ち
の
く
を
歩
く

　

辺
境
の
大
国
・
陸
奥
の
国
の
歴
史
は
奥
深
い
。

語
り
始
め
る
と
紙
面
が
足
り
な
い
が
、
厳
し
く
も

豊
か
な
自
然
と
共
に
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化

に
、
か
つ
て
日
本
に
当
た
り
前
に
あ
っ
た
歩
く
旅

の
文
化
が
新
た
に
加
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
、
世
界
中
を
震
撼
さ

せ
た
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
は
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
創
設
を
核
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。「
森
・
里
・
川
・
海
が

育
む
自
然
と
共
に
歩
む
復
興
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、（
１
）
自
然
の
恵
の
活
用
、（
２
）
自
然
の
脅

威
を
学
ぶ
、（
３
）
森
・
里
・
川
・
海
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
、
と
い
う
基
本
方
針
の
基
、
７
つ
の

具
体
的
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
地
震
と
津
波

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
の
自
然
の
回
復
力

を
人
々
の
生
き
る
力
に
も
な
ぞ
ら
え
た
。
三
陸
復

興
国
立
公
園
は
、「
自
然
の
恵
み
と
脅
威
、
人
と

自
然
と
の
共
生
に
よ
り
育
ま
れ
て
き
た
暮
ら
し
と

文
化
が
感
じ
ら
れ
る
国
立
公
園
」
と
し
て
、
人
々

を
迎
え
入
れ
、
三
陸
の
復
興
を
後
押
し
す
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
東
北
の
復
興
に
寄
与
し
、
未

来
に
長
く
続
く
可
能
性
を
秘
め
た
取
り
組
み
と

し
て
「
南
北
に
つ
な
ぎ
交
流
を
深
め
る
み
ち
（
東

北
海
岸
ト
レ
イ
ル
）」
の
敷
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
大
震
災
か
ら
８
年
目
を
迎
え
る
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
度
末
に
、
青
森
県
八
戸
市
蕪
島

か
ら
、
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
、
４
県
28
市

町
村
を
貫
く
通
称
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

が
、
全
長
９
０
０
キ
ロ
を
超
え
る
壮
大
な
ロ
ン

グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ト
レ
イ
ル
（
歩
く
た
め
の
道
）

と
し
て
全
線
開
通
を
迎
え
る
。

　

先
人
が
歩
い
た
陸
奥
を
貫
く
東
山
道
が
通
過
し

た
地
点
や
主
に
沿
岸
を
、
ひ
た
す
ら
歩
き
、
今
の

み
ち
の
く
の
自
然
や
文
化
を
よ
り
深
く
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
歩
く
旅
」
の
新
し
い
文
化
が
東

北
に
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

  

理
念
を
共
有
す
る

　

青
森
県
八
戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
国
内

に
お
い
て
稀
に
み
る
長
さ
を
持
つ
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
は
４
県
28
市
町
村
を
貫
く
。
こ
れ
ら
県
・

市
町
村
に
加
え
、
地
域
団
体
や
ガ
イ
ド
組
織
、
個

人
、
宿
泊
施
設
や
交
通
事
業
者
ほ
か
、
数
多
く
の

人
々
の
協
力
と
協
働
が
な
け
れ
ば
、こ
の
道
を
「
一

本
の
道
」
と
し
て
未
来
に
繋
い
で
い
く
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
全
線
を
一
定
の
水
準
で
運

用
し
て
い
く
た
め
の
「
計
画
」
が
関
係
者
間
で
協

議
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
に
先
ん
じ
で
、
多
様
な

主
体
間
で
共
有
す
る
た
め
の
共
通
理
念
、「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
憲
章
」
が
策
定
さ
れ
た
。
な

ぜ
こ
の
道
が
作
ら
れ
、
な
ん
の
た
め
に
未
来
に
繋

い
で
い
こ
う
と
私
た
ち
は
願
う
の
か
？

　

憲
章
に
は
、
持
続
可
能
な
広
域
連
携
に
必
要
と

な
る
、
時
間
や
距
離
を
超
え
て
共
有
さ
れ
る
べ
き

「
想
い
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

東
北
を
歩
く

文
・
相
澤
久
美 

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
）　
写
真
・
茂
木
綾
子

２
０
１
９
年
春
に
全
線
が
開
通
す
る
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
の

統
括
本
部
を
運
営
す
る
「
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
の

相
澤
久
美
さ
ん
か
ら
、
歩
く
こ
と
で
体
験
で
き
る

豊
か
な
暮
ら
し
と
被
災
の
爪
痕
か
ら
の
学
び
の
旅
へ
の
お
誘
い

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail
自
然
・
人
、
暮
ら
し
、

歴
史
文
化
と
出
会
う
旅
へ

青森県階上町・小舟渡海岸の灯台（環境省提供）岩手県普代村・ネダリ浜（環境省提供）

岩手県大船渡市・吉浜。古い街並みが残る

福島県相馬市・中村神社

江戸時代末期の日本地図（部分）
1855 年アメリカ合衆国発行



北山崎 VC

浄土ヶ浜 VC

碁石海岸 IC

南三陸・海の VC

名取 TC

種差海岸 IC

断崖絶景の景観に
圧倒される道
断崖絶景の景観に
圧倒される道

リアス海岸と旧街道を
辿る道

仙台湾を眺めながら
歴史文化を楽しむ道
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地
域
の
人
々
と
、

  

作
り
守
る
道

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
沿
線
に
は
、
ト
レ
イ
ル
を

応
援
し
て
く
れ
る
地
域
の
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。
ハ

イ
カ
ー
に
ト
レ
イ
ル
を
紹
介
す
る
宿
、
イ
ベ
ン
ト
を
積

極
的
に
開
催
し
て
く
れ
る
役
場
職
員
や
観
光
協
会
の

方
、
補
給
に
必
要
な
品
々
を
提
供
し
て
く
れ
る
商
店
、

地
元
と
国
行
政
の
橋
渡
し
と
な
る
環
境
省
ア
ク
テ
ィ
ブ

レ
ン
ジ
ャ
ー
、
整
備
に
協
力
し
て
く
れ
る
民
間
団
体
、

な
ど
な
ど
。
今
回
は
そ
の
ほ
ん
の
一
部
の
皆
さ
ん
を
ご

紹
介
す
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
と
交
流
は
、
歩
く
旅
の

醍
醐
味
の
一
つ
！
歩
き
な
が
ら
声
を
か
け
て
み
る
の
も

一
興
だ
。

（商店・観光協会）柳沢商店 店主
種差観光協会 会長
柳沢卓美さん
色々な風景があり、色々な楽しみ方ができる種差海
岸です。植物は取らないで、撮るだけにしてください
ね。店にも立ち寄ってください。

（役場）普代村役場　
総務課政策推進室　観光交流推進係
前川正樹さん
多くの方々の情熱によりつながった道。この資源を守
り育て、そしてまた次の世代にしっかりと受け継いで
いきたい。携われたことを誇りに思います。

（宿）休暇村　陸中宮古　
支配人代行　営業兼管理課長
後藤 洋平さん
宿泊のお客様には朝食前のトレイル散歩を楽しんでも
らっています。歩く楽しさと、震災遺構等からの学び
を提供できるトレッキングツアーもご用意しています。

（環境省）大船渡自然保護官事務所　
アクティブレンジャー　
坂本麻由子さん
この道は、三陸へ訪れるきっかけとなり、また来たく
なる道になる。ちょっと控えめな三陸の人 と々ハイカー
の笑顔を繋ぐために、日々邁進して行きます！

（民間団体）一般社団法人 おしかリンク　代表理事
犬塚恵介さん
＜内の人も外の人も一緒になった、みちづくりからはじま
る地域づくりトレイル＞を地域のコンセプトとしています。
歩きに、つくりに、きてください。 

（観光協会）相馬市観光協会　主任
井島順子さん
城下町として栄えた歴史と文化を巡るルートです。また津波の
痕跡といった自然の脅威を感じながら自然の豊かさと厳しさ
を実感できます。年 2 回イベント実施中！

シェルパ斉藤さんが歩いた
みちのく潮風トレイル

　

そ
の
ト
レ
イ
ル
に
は
そ
こ
に
し

か
な
い
絶
景
が
あ
る
。

　

ま
だ
中
学
生
だ
っ
た
息
子
を
連

れ
て
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
た
と
き
、
息
子
は
断
崖
絶
壁

が
続
く
リ
ア
ス
海
岸
の
風
景
を
見

て
「
今
ま
で
見
た
景
色
の
な
か
で

イ
チ
バ
ン
！
」
と
興
奮
し
た
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
ル
ー
ト
が

絶
景
で
は
な
い
。
全
長
９
０
０

キ
ロ
を
超
え
る
ト
レ
イ
ル
に
お

い
て
、
絶
景
が
楽
し
め
る
コ
ー
ス
は
一
部
で
し

か
な
い
。
歩
く
の
が
辛
い
舗
装
さ
れ
た
道
が
多

い
し
、
交
通
量
が
多
い
道
路
と
並
行
す
る
箇
所

も
少
な
く
な
い
。
北
部
の
リ
ア
ス
海
岸
の
コ
ー

ス
は
き
つ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
連
続
だ
し
、
南

へ
下
れ
ば
殺
風
景
な
造
成
地
や
大
き
な
防
潮
堤

を
見
続
け
る
コ
ー
ス
と
な
る
。
旅
人
フ
ァ
ー
ス

ト
で
は
な
く
、
諸
事
情
で
遠
回
り
さ
せ
ら
れ
て

い
る
コ
ー
ス
設
定
も
見
受
け
ら
れ
る
。
国
内
外

の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
数
多
く
歩
い
て
き
た
僕

か
ら
見
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
優
れ

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
だ
と
は
言
え
な
い
。

　

で
も
僕
は
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
歩

き
続
け
て
い
る
。

　

歩
く
に
値
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
だ
か
ら
こ

そ
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
歩
き
続
け
て
い
る
。

　

道
中
で
出
会
う
地
域
の
人
々
は
シ
ャ
イ
で
は

あ
る
け
れ
ど
、
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け
れ
ば
優

し
く
応
じ
て
く
れ
る
。
道
を
尋
ね
る
と
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
遠
い
地
か
ら
自
分
が

暮
ら
す
地
域
を
歩
き
に
来
た
旅
人
を
歓
迎
し

て
く
れ
る
。
車
を
止
め
た
場
所
へ
戻
る
た
め
に

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
乗
せ
て
も

ら
え
る
。
東
北
の
人
々
と
の
そ
ん
な
ふ
れ
あ
い

が
う
れ
し
く
て
、
僕
は
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
を
歩
き
続
け
て
い
る
。

　

だ
か
ら
多
少
の
不
便
や
殺
風
景
の
道
も
苦

に
な
ら
な
い
。
四
国
の
お
遍
路
や
ス
ペ
イ
ン
の

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡

礼
路
と
同
じ
く
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
も

巡
礼
の
意
味
合
い
を
持
つ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

に
な
れ
ば
い
い
と
僕
は
思
う
。

　

２
０
１
３
年
３
月
に
北
の
起
点
で
あ
る
蕪

嶋
神
社
を
歩
き
出
し
て
５
年
の
歳
月
が
経
っ

た
が
、
僕
は
ま
だ
全
行
程
の
４
分
の
１
程
度
で

あ
る
宮
古
市
ま
で
し
か
歩
い
て
い
な
い
。
で
も

そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
何
度
も
足
を
運

び
、
長
く
つ
き
あ
っ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
が
、
被

災
地
を
つ
な
ぐ
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に

は
合
っ
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
長
く
歩
い
て
い
く

こ
と
で
、
素
晴
ら
し
き
東
北
の
地
と
親
密
に
な

れ
る
気
も
す
る
の
だ
。

（紀行作家 /バックパッカー）

岩手県大船渡市・吉浜。過去の津波が伝承された石碑

宮城県石巻市・北上川を渡る大橋

岩手県田野畑村・海岸沿いのルート。奥には手彫りのトンネル

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

みちのく潮風トレイル

900km

2013 年 3 月、次男と犬を連れて
旅がはじまる

犬連れで歩く息子は地域の人々に
歓迎された

宮城県気仙沼市・海上の作業小屋

一	

美
し
い
風
景
と
風
土
を
楽
し
む
道
と
し
ま
す
。

二	

地
域
に
暮
ら
す
人
々
と
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
々
の
間
に

	

心
の
交
流
が
生
ま
れ
る
道
と
し
ま
す
。

三	

自
然
の
優
し
さ
と
厳
し
さ
を
胸
に
刻
む
道
と
し
ま
す
。

四	

震
災
を
い
つ
ま
で
も
語
り
継
ぐ
た
め
の

	

記
憶
の
道
と
し
ま
す
。

五	

豊
か
な
自
然
・
文
化
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
道
と
し
ま
す
。

六	

歩
く
こ
と
を
愛
す
る
全
て
の
人
々
を
歓
迎
し

	

皆
で
育
て
る
道
と
し
ま
す
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
憲
章

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東

北
太
平
洋
沿
岸
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
千
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
自
然
の
猛
威
に
直
面
し
、
自
然
と
ど
の
よ

う
に
向
き
合
う
べ
き
か
、
国
内
外
問
わ
ず
世
界
中
の
多
く
の
人

た
ち
が
考
え
ざ
る
を
得
な
い
大
き
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
省
は
震
災
後
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
と

共
に
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
暮
ら
し
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
「
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
」
で
す
。

　

自
然
と
人
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
「
自
然
の
中
を

歩
く
こ
と
」の
大
切
さ
を
提
唱
し
続
け
た
加
藤
則
芳
氏
よ
り「
三

陸
海
岸
の
国
立
公
園
を
通
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ
ル
を
官
民
協

働
で
」
と
の
提
唱
を
受
け
、
青
森
県
八
戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬

市
ま
で
の
４
県
28
市
町
村
に
ま
た
が
り
太
平
洋
沿
岸
を
一
本
の

道
で
つ
な
ぐ
、
海
岸
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

美
し
い
自
然
や
景
観
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
に
暮
ら
す

人
々
と
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
々
と
の
交
流
、
自
然
の
恵
み
と
震

災
の
記
憶
、自
然
と
の
共
生
の
中
で
育
ま
れ
た
暮
ら
し
や
歴
史
・

文
化
を
大
切
に
し
、こ
の
ト
レ
イ
ル
に
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
、

「
自
然
と
人
の
共
生
を
示
す
象
徴
の
道
」
と
な
り
、
誇
り
あ
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ
ル
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を
願
い
、
こ
こ

に
６
つ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。



沿線
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運
営
体
制
に
つ
い
て

　

９
０
０
キ
ロ
の
道
は
、
環
境
省
が
地
域
住
民
ら
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
な
が
ら
検
討
し
、
既
存
の
道

を
「
ト
レ
イ
ル
」
と
し
て
設
定
し
て
き
た
。
リ
ア
ス
海

岸
特
有
の
半
島
が
繰
り
返
し
現
わ
れ
、
結
果
９
０
０
キ

ロ
超
と
な
っ
た
道
は
、
国
道
・
市
町
村
道
な
ど
舗
装
路

に
加
え
、
未
舗
装
路
の
自
然
歩
道
や
赤
線
と
呼
ば
れ
る

山
道
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
が
薮
に
覆
わ
れ
た
り
せ
ず
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
人
々
に
歩
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、

環
境
省
は
沿
線
に
あ
る
既
存
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
民
間
団

体
を
管
理
運
営
の
中
核
に
据
え
、
県
や
市
町
村
、
地
域

住
民
ら
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
の
維
持
管
理
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
統
括
本
部
と
し
て
、「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル 

名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
全
線
開
通

に
合
わ
せ
て
来
春
オ
ー
プ
ン
す
る
。
特
定
非
営
利
活
動

法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
が
、
ト
レ
イ
ル
全
線

の
管
理
統
括
と
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
担
う
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
全
路
線
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　

東
北
各
地
で
、

ト
レ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
で
、
日
本

全
国
、
世
界
各

地
か
ら
の
ハ
イ

カ
ー
を
暖
か
く

迎
え
る
た
め
の

準
備
が
、
着
々

と
進
ん
で
い
る
。

    

歩
く
旅
の
意
味

　

東
北
沿
岸
を
通
る
ト
レ
イ
ル
の
構
想
は
実
は
震
災
前

か
ら
あ
っ
た
。
冒
頭
の
憲
章
に
も
あ
る
通
り
、
日
本
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
父
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
加
藤

則
芳
氏
は
、
震
災
よ
り
前
に
東
北
沿
岸
部
の
豊
か
な
自

然
・
文
化
に
着
目
し
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
作
れ
ば
素

晴
ら
し
い
ト
レ
イ
ル
と
な
り
東
北
の
財
産
と
な
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
た
と
聞
く
。
奇
し
く
も
災
害
が
起
こ
っ

た
こ
と
で
実
現
し
た
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
だ
が
、

加
藤
氏
が
長
年
訴
え
た
ト
レ
イ
ル
の
意
義
―
野
生
の
自

然
の
中
に
身
を
晒
し
自
ら
の
足
で
歩
み
を
進
め
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
多
く
の
学
び
―
、
厳
し
い
自
然
の
中
か

ら
街
に
出
る
こ
と
で
実
感
さ
れ
る
人
間
の
営
み
の
暖
か

さ
、
日
頃
享
受
し
て
い
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
恩
恵
を
再

認
識
す
る
こ
と
等
、
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
。
こ
れ

か
ら
の
東
北
に
と
っ
て
、ま
た
高
速
移
動
が
中
心
と
な
っ

た
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
９
０
０
キ
ロ
も
の
歩
く
旅

を
体
験
で
き
る
ト
レ
イ
ル
の
存
在
意
義
は
大
き
い
。

   

た
だ
歩
く
。

　
「
私
た
ち
が
い
つ
、
ど
こ
か
ら
歩
き
出
し
た
の
か
知
ら

な
い
が
、
と
に
か
く
、
わ
た
し
た
ち
は
歩
き
始
め
、
現

在
の
よ
う
に
、
こ
の
地
球
と
い
う
惑
星
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
想
像
を
絶
す
る
時
間
、

歩
く
人
々
の
歓
び
や
哀
し
み
を
思
う
と
き
、
私
は
歩
行

が
、
私
た
ち
の
精
神
の
形
成
に
決
定
的
な
ま
で
の
役
割

を
演
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
歩
く
こ
と
は
、

今
も
、
私
た
ち
が
自
ら
の
環
境
に
関
わ
り
合
う
、
も
っ

と
も
直
接
的
な
行
為
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
」

　

こ
れ
は
、
淡
路
島
で
敷
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
小
さ
な
歩

く
美
術
館（
※

１
）の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
文
章
か
ら
の
引
用

だ
。「（
中
略
）再
び
歩
く
こ
と
そ
の
も
の
を
、
私
た
ち

の
実
在
的
体
験
と
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
？
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
世
界
の
ト
レ
イ
ル
を
歩

い
た
ハ
イ
カ
ー
ら
の
話
を
聞
く
と
、
想
像
を
絶
す
る
長

い
距
離
を
歩
い
た
後
、
自
分
の
中
の
何
か
が
明
ら
か
に

変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
明
確
な
答
え
は
な
い
が
、
海

外
で
出
会
っ
た
ハ
イ
カ
ー
も
同
様
の
こ
と
を
話
し
て
く

れ
た
。
定
年
退
職
し
た
老
夫
婦
が
長
い
距
離
を
歩
く
姿

も
多
く
目
に
し
た
。

　

た
だ
歩
く
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
、
広
域
連
携
の
地

域
活
性
を
支
え
、
地
域
の
歴
史
文
化
・
自
然
環
境
、
震

災
の
記
憶
を
未
来
に
繋
ぎ
、
人
々
の
交
流
を
育
む
場

と
し
て
機
能
す
る
に
は
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
々
の
協
働

と
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
が
必
要
に
な
る
。
壮
大
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
皆
で
楽
し
く
取
り
組
め
も
す

る
。
ハ
イ
カ
ー
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
の
仲
間
の
一
員
だ
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町田直子さん
天然芝生地と水平線の織りなす
穏やかな風景が続きます。全世
代の方が楽しめる道です。大自
然が育む新鮮な食材を生かした、
地域の温もりを感じる郷土食も美
味しいです。

洋野町の「干しアワビ」！
手のひらサイズの高級品

女川町「おかせい」の特選女川丼

大船渡市・碁石の宿 「ごいし荘別邸　海さんぽ」の夕食

東松島市・野蒜の「えんまん亭」
のカキフライ定食

相馬市「鳥久精肉店」の
相馬牛ジューシーメンチ

中野貴之さん
碁石海岸は海とヤマツバキが美し
いルートです。近くには美味しい
食堂もありますのでぜひ！このほ
か大船渡市には浜街道の歴史が
楽しめる道もあります。

※ 1 淡路島の五斗長集落にある GOSSA WALKING MUSEUM のこと

　

三陸町越喜来「カフェ・ビアン」
のハンバーグ

八戸市・種差海岸「海カフェたね
さし」のサバサンド

楠田拓郎さん
北山崎に代表される崖。崖の上
の林道や断崖直下の浜辺など表
情豊かな自然を満喫できます。体
力は必要ですが、歩ききった達
成感は最高です。

佐々木洋介さん
海岸線、街中、半島巡り、山登
りと多様な要素を兼ね備えた区
間です。アップダウンが多く技術
と体力が必要ですが、自然の厳
しさを感じ、海岸景観の美しさを
満喫できます。

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

民間の力を集結

碁石海岸インフォメーションセンター（大船渡市）

浄土ヶ浜ビジターセンター（宮古市）

北山崎ビジターセンター（田野畑村）

種差海岸インフォメーションセンター（八戸市）南三陸・海のビジターセンター
（南三陸町）
大渕香奈子さん
街では復興の様子、険しい山道
を登った先にはリアス海岸の雄大
な景色、里山・海・川では人の営
みを感じられるバリエーションに
富んだルートです！

関博充さん
東北地方最大の平野、仙台平野を海辺
からも山中からも満喫できます。この平
野と海を舞台に続いてきた人々の長き営
みも感じられる区間です。

みちのく潮風トレイル 
名取トレイルセンター（名取市）

岩手県大船渡市碁石海岸の松林。歩かれているのは
加藤則芳氏の弟さん、加藤正芳氏

トレイル沿いの美味しい食べ物

環境省が用意してくれた道を
地域の民間団体が中心になり

守り育てていく体制が整いつつある。



関田山脈のブナ天然林にそびえる樹齢 200 年以上の巨木 
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美
し
い
ブ
ナ
の
原
生
林

　

こ
こ
数
年
、
日
本
全
国
に
『
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
』
と

呼
ば
れ
る
道
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
聞

き
な
れ
な
い
横
文
字
に
ピ
ン
と
こ
な
い
人
も
多
い
だ
ろ

う
が
、
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、『
歩
く
た
め
に
作

ら
れ
た
長
い
山
道
』
だ
。

　

そ
の
な
か
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
名
高
い
の
が
、『
信
越
ト

レ
イ
ル
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
潟
県
と
長
野
県
の
県
境

に
あ
る
関
田
山
脈
を
貫
く
全
長
80
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
。
２
０
０
８
年
に
全
線
開
通
し
て
、
今
年
で
10
周
年

を
迎
え
る
。
国
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
で
は
海
外

の
お
客
さ
ん
も
多
い
と
い
う
。

　

そ
ん
な
信
越
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、

豊
か
な
ブ
ナ
の
原
生
林
。
こ
の
エ
リ
ア
は
豪
雪
地
帯
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
１
年
の
約
半
分
く
ら
い
は
雪
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
雪
の
重
み
で
根
元
が
大
き

く
湾
曲
し
て
い
る
ブ
ナ
が
多
い
。
こ
こ
を
歩
い
て
い
る

と
、
ブ
ナ
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
厳
し
い
冬
を
耐

え
抜
い
た
ブ
ナ
の
生
命
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

樹
齢
２
０
０
年
の
ブ
ナ
も
珍
し
く
な
く
、
至
る
と
こ

ろ
に
巨
木
が
あ
る
。
な
か
で
も
『
鬼
ぶ
な
』
と
呼
ば
れ

る
巨
木
ブ
ナ
は
有
名
で
、
樹
齢
は
な
ん
と
３
０
０
年
以

上
。
そ
れ
を
眼
前
に
し
た
時
に
は
、
そ
の
大
き
さ
に
圧

倒
さ
れ
て
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
ほ
ど
だ
。

   

山
だ
け
で
は
な
く
里
も
楽
し
む

　

で
も
、
自
然
を
楽
し
む
こ
と
以
上
に
、
僕
が
信
越
ト

レ
イ
ル
を
好
き
な
理
由
は
、
ト
レ
イ
ル
沿
い
の
集
落
に

立
ち
寄
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
信
越
ト
レ
イ
ル
は
新
潟
県

と
長
野
県
の
県
境
に
あ
り
、
昔
は
こ
の
里
山
を
越
え
て

行
き
来
す
る
生
活
道
が
通
っ
て
い
た
。
信
越
ト
レ
イ
ル

に
存
在
す
る
峠
は
、
そ
の
生
活
道
の
な
ご
り
な
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
牧
峠
か
ら
長
野
県
側
に
下
り
る
と
、
飯

山
市
の
柄か

ら

山や
ま

集
落
が
あ
る
。
足
を
運
ん
で
み
て
ま
ず
目

に
映
っ
た
の
が
、
集
落
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
巨

大
な
樹
木
。
こ
れ
は
飯
山
市
の
天
然
記
念
物
『
柄
山
大

ケ
ヤ
キ
（
熊
野
神
社
の
ケ
ヤ
キ
）』
だ
そ
う
で
、
僕
は

こ
の
木
の
下
で
し
ば
ら
く
休
憩
を
と
っ
た
。
こ
ん
な
神

聖
な
木
が
あ
る
だ
な
ん
て
、
こ
こ
に
立
ち
寄
る
こ
と
が

な
か
っ
た
ら
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
近
く
の
食
事
処
で
は
、
笹
ず
し
や
田
植
え

煮
物（
凍
み
大
根
の
煮
物
）、エ
ゴ（
海
草
の
寒
天
）な
ど
、

飯
山
の
郷
土
食
も
味
わ
っ
た
。
こ
の
笹
ず
し
は
、
戦
国

時
代
、
川
中
島
の
合
戦
前
に
飯
山
の
村
人
が
上
杉
謙
信

に
献
上
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

て
、
別
名
『
謙
信
ず
し
』
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
は
じ
め
て

食
べ
た
の
だ
が
、
素
材
の
味
を
生

か
し
た
風
味
豊
か
な
も
の
ば
か

り
で
絶
品
だ
っ
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
僕
は
、

飯
山
と
い
う
町
に
愛
着
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

 

歩
い
た
地
域
を
好
き
に
な
る

　
『
歩
い
た
地
域
を
好
き
に
な
る
』。
こ
れ
こ
そ
が
、
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
真
骨
頂
だ
と
僕
は
思
う
。
登
山
で
あ

れ
ば
そ
う
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
僕
が
住
ん
で
い
る

東
京
の
山
を
例
に
挙
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
尾
山
に

登
っ
た
人
で
高
尾
山
と
い
う
山
自
体
を
好
き
に
な
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
八
王
子
市
（
高
尾
山
が
あ
る
地
域
）

を
好
き
に
な
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
は
ず
だ
。

　

こ
れ
が
登
山
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
こ
と
の
大

き
な
違
い
だ
と
思
う
。
登
山
は
山
頂
を
目
指
す
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、
計
画
第
一
。
標
高
が
高
く
な
れ
ば
高
く

な
る
ほ
ど
環
境
も
厳
し
く
、危
険
度
も
高
ま
る
だ
け
に
、

計
画
を
遵
守
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

で
も
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
違
う
。
垂
直
方
向
で
は

な
く
水
平
方
向
に
旅
す
る
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
山
頂
は

目
指
さ
な
い
。
一
方
で
、
信
越
ト
レ
イ
ル
は
全
長
80
㎞

あ
る
た
め
、
そ
の
全
行
程
を
踏
破
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
人
も
い
る
が
、
僕
は
前
述
の
通
り
寄
り
道
ば
か
り

だ
。
気
に
な
っ
た
も
の
や
町
が
あ
れ
ば
、
そ
っ
ち
を
優

先
さ
せ
る
。
予
定
調
和
で
は
な
く
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
楽
し

む
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
こ

と
が
『
旅
』
に
な
る
。

　

信
越
ト
レ
イ
ル
に
は
、
ま
だ
ま
だ
寄
り
た
い
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
何
度
も
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
び

に
新
た
な
発
見
が
あ
る
。
そ
し
て
頻
繁
に
計
画
を
変
更

し
て
は
寄
り
道
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
い
ま
だ
に
80
㎞

を
歩
き
切
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

で
も
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
思
う
。
も
し
歩
き
切
る

こ
と
が
目
的
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
旅
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
か
ら
だ
。
き
っ
と
僕
は
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
信
越
ト
レ
イ
ル
を
歩
き
、
楽
し
む
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
終
わ
り
の
な
い
旅
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

信
越
ト
レ
イ
ル
の

終
わ
り
な
き
旅

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ク
レ
ス
ト
・
ト
レ
イ
ル
（
４
，
２
６
４
㎞
）」

を
踏
破
し
、
い
ま
現
在
も
ネ
パ
ー
ル
の
「
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
イ
ル
（
１
，
７
０
０
㎞
）」
を

歩
い
て
い
る
根
津
貴
央
さ
ん
に
よ
る
、
日
本
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
パ
イ
オ
ニ
ア
「
信
越
ト
レ
イ
ル
」
の
魅
力

人 と 自 然 と 出 会 う 道
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文
・
根
津
貴
央
（
Ｔ
Ｒ 

Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
）

写
真
・
Ｔ
Ｒ 

Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｓ 

／ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

深坂峠の石碑。奈良時代ごろから人々が行き来した歴史ある峠

柄山集落を歩く。山だけでなく里も
楽しむのが、ロングトレイルの旅

集落に立ち寄り、飯山の郷土食『笹ずし』をいただく



百間ぐら（熊野古道小雲取越）
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登
録
バ
ブ
ル
が
お
こ
る

　

熊
野
古
道
は
、
平
安
時
代
に
都
の
上
皇
貴
族
た
ち

が
熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・

熊
野
那
智
大
社
）
を
参
詣
し
た
道
で
す
。
江
戸
時
代

に
は
、
老
若
男
女
や
身
分
を
問
わ
ず
「
蟻
の
熊
野
詣

で
」
と
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
多
く
の
人
が
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
熊
野
詣
で
は
衰
退
し
ま
す
が
、
紀
伊
半
島

が
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
林
道
や
生
活
道
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
千
年
前
に
歩
い
た
山

道
が
奇
跡
的
に
そ
の
ま
ま
残
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て

２
０
０
４
年
、
高
野
・
熊
野
・
吉
野
と
い
う
宗
教
の

違
う
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
場
を
結
ぶ
参
詣
道
と
し
て
世
界

遺
産
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
直
後
は
、
狭
い
山
中
に
１
０
０
台
も
の
観
光

バ
ス
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
登

録
バ
ブ
ル
で
す
。
し
か
し
、
ほ
ん
の
少
し
歩
く
だ
け

で
次
の
目
的
地
へ
と
移
動
し
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
で

は
世
界
遺
産
の
意
味
も
熊
野
の
本
当
の
良
さ
も
理
解

し
て
も
ら
え
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
充
分

な
魅
力
が
感
じ
ら
れ
ず
不
満
が
残
る
だ
け
で
す
。
ブ
ー

ム
で
終
わ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
千
年
の
歴
史

は
、
次
の
千
年
に
引
き
継
が
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
り

ま
す
。
発
想
を
転
換
す
る
必
要
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

 

旅
の
上
級
者
を
呼
び
込
む

　

単
な
る
物
見
遊
山
で
は
な
く
、
旅
先
の
文
化
や
歴
史

に
親
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
旅
を
楽
し
む
人
た

ち
に
来
て
ほ
し
い
。
観
光
戦
略
を
シ
フ
ト
し
、
目
的
意

識
を
持
っ
て
旅
を
す
る
「
旅
の
上
級
者
」
を
呼
び
込
み

た
い
と
考
え
た
と
き
、
欧
米
豪
の
個
人
旅
行
者
は
ま
さ

し
く
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
そ
こ
で
、
外
国
人
を

対
象
と
す
る
以
上
外
国
人
の
感
性
が
必
要
だ
ろ
う
と
考

え
、
熊
野
が
大
好
き
な
カ
ナ
ダ
人
男
性
を
ス
タ
ッ
フ
に

招
き
、
外
か
ら
の
視
点
に
よ
る
受
け
皿
作
り
に
着
手
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
看
板
や
マ
ッ
プ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
英
語
を
併
記
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
例
え

ば
、
大
塔
と
い
う
地
名
を
変
換
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

O
O

T
O

・OU
T

O

・O
H

T
OU

・O
T

O

な
ど
何
種
類

も
の
表
記
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
熊
野
本
宮
大

社
に
至
っ
て
は
19
通
り
も
の
英
訳
が
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
固
有
名
詞
を
ど
う
英
語
表
記
す
る

か
を
決
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
時
に
、

「
泊
ま
る
」「
食
べ
る
」「
移
動
す
る
」
な
ど
、
個
人
旅

行
者
に
は
不
可
欠
の
基
本
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
表
記
を
統
一
し
、
外
国
人
視
点

に
立
っ
た
観
光
情
報
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
地
道
な
積
み
重
ね
に
よ
り
、
玄
関
口
で
あ
る
紀
伊
田

辺
駅
周
辺
で
外
国
人
を
見
か
け
る
こ
と
が
日
常
の
風
景

と
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
待
ち
の
列
が
全
員
外
国
人
と
い

う
こ
と
す
ら
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

  

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
道
と
の

 

共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

熊
野
古
道
に
歩
く
人
を
呼
び
込
む
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
始
め
て
２
年
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
、

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
市
の
観
光
局

が
熊
野
古
道
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
巡
礼
道
と
の
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
さ
れ
た

の
で
す
。
世
界
へ
の
扉
が
、
さ
ら
に
大
き
く
開
か
れ
た

瞬
間
で
す
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
は
両
方
の
道
を
歩
く
、D

ual 
Pilgrim

共
通
巡
礼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
両
方
の
巡
礼
道
を
完
歩
し
た
人
を
共
通
巡
礼

者
と
認
め
、
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
進
呈
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
わ
ず
か
３
年
余
り
の
間
に
、
１
５
０
０
人
も
の
共

通
巡
礼
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本
人
だ
け
で
は
な
く

49
か
国
も
の
人
た
ち
が
達
成
し
て
い
る
の
で
す
。

　

今
秋
、
熊
野
古
道
女
子
部
（
＊
注
）
の
メ
ン
バ
ー
が
サ

ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
を
達
成
し
共
通
巡
礼
者
と
な
り
ま
し

た
。
時
に
は
苦
し
い
巡
礼
の
旅
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ

イ
ル
で
楽
し
み
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
く
に

つ
け
、
自
分
も
共
通
巡
礼
者
と
な
り
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で

ピ
ン
バ
ッ
チ
を
も
ら
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
高
ま
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
は
じ
め
て
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
を
訪
れ
た
時
の
旧
市
街
地

の
石
畳
を
思
い
出
し
ま
す
。
言
葉
も
肌
の
色
も
違
う
多

種
多
様
な
人
々
が
行
き
交
い
、
遠
い
日
本
か
ら
の
来
訪

者
を
温
か
く
受
入
れ
て
く
れ
た
あ
の
路
地
を
。

　

二
つ
の
巡
礼
の
道
は
、
共
に
「
歩
く
人
が
巡
礼
の
道

の
風
景
を
完
成
さ
せ
る
」こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。「
歩

く
人
を
大
切
に
す

る
」
と
い
う
信
念
を

共
有
し
な
が
ら
、
未

来
へ
の
遺
産
を
受
け

継
い
で
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（＊注）熊野古道女子部とは、熊野に興味を持つ女子で結成されたクラブ活動。部員は熊野エリア以外の女子に限り、現在約50 名。地元はサポーターとして部活動を支援している。
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ふ
た
つ
の

巡
礼
の
道
を
歩
く

熊
野
古
道
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
道

多
田
稔
子
（
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長
）

「
持
続
可
能
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
世
界
水
準
の
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
熊
野
は
よ
み
が
え
り
の
聖
地
、
日
本
の
再
生
の
ヒ
ン
ト
が
熊
野
に
あ
り
ま
す
」

と
発
信
さ
れ
て
い
る
多
田
稔
子
さ
ん
に
よ
る
、
ト
レ
イ
ル
を
運
営
管
理
す
る
側
か
ら
の
お
話

上：見晴台から望む熊野本宮大社旧社地・大斎原（おおゆのはら）の大鳥居と熊野の山々　下：熊野古道を歩く外国人旅行者

美しい石畳が続く熊野古道

上・下：熊野古道女子部
サンティアゴ巡礼
中：共通巡礼手帳



潮の満ち引きとサンゴが織りなす不思議な景観

サンゴで作られた石垣の小径をゆく

冬はサトウキビの収穫の風景も楽しめる
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亜
熱
帯
の
一
風
変
わ
っ
た

 

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　

皆
さ
ん
は
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
、
ど
の
よ
う
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。

山
々
を
縫
う
稜
線
の
道
や
木
漏
れ
日
が
そ
そ
ぐ
森
の

道
、
山
の
頂
か
ら
見
下
ろ
す
ど
こ
ま
で
も
続
く
道
…
…

そ
ん
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
筆
者
も
ま
た
、
北
米
等
の
世
界
的
な
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
、
前
述
の
よ
う
な
光

景
を
想
起
し
て
い
た
。

　

実
際
に
国
内
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
目
を
向
け
て
み

る
と
、
N
P
O
法
人
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
会
の

加
盟
ト
レ
イ
ル
は
、
中
部
地
方
を
中
心
と
す
る
山
岳
地

帯
周
辺
に
設
定
さ
れ
た
ト
レ
イ
ル
の
数
が
他
に
比
べ
群

を
抜
い
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
こ
の
「
ト
レ
イ
ル
」
は
基
本
的
に
登
山
道
の
よ

う
な
山
岳
地
帯
や
森
林
の
未
舗
装
路
を
指
す
と
思
わ
れ

る
）
の
普
及
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
寄
与
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

鹿
児
島
県
が
奄
美
群
島
に
お
い
て
順
次
ル
ー
ト
選

定
・
開
通
を
進
め
て
い
る
「
世
界
自
然
遺
産 

奄
美
ト

レ
イ
ル
」
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
風
異
な

る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ

る
。
島
嶼
の
た
め
、
地
平

線
を
高
地
か
ら
見
下
ろ
す

よ
う
な
景
色
は
見
ら
れ
な

い
。
サ
ン
ゴ
礁
が
隆
起
し

て
形
成
さ
れ
た
島
、
す
な

わ
ち
喜
界
島
や
沖
永
良
部

島
、
与
論
島
で
は
、
ま
と

ま
っ
た
森
林
が
ほ
と
ん
ど

存
在
し
な
い
。
一
方
で
、
大
陸
か
ら
分
岐
し
て
形
成

さ
れ
た
島
、
す
な
わ
ち
奄
美
大
島
や
徳
之
島
に
残
る

奥
深
い
亜
熱
帯
の
照
葉
樹
林
に
は
ハ
ブ
が
生
息
し
、

歩
く
に
は
危
険
が
伴
う
。
そ
も
そ
も
、
亜
熱
帯
の
島

の
夏
は
、
日
差
し
の
強
さ
、
湿
度
の
高
さ
に
よ
り
徒

歩
の
旅
を
快
適
に
楽
し
め
る
と
は
言
い
難
い
。

　

地
場
の
観
光
と
し
て
も
、
も
と
も
と
登
山
の
よ
う

な
歩
く
旅
は
盛
ん
で
は
な
く
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
観
光
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
（
マ
ラ
ソ
ン
大

会
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
開
催
さ
れ
て
い
る
）。
国
内

で
も
南
西
に
位
置
し
、
数
少
な
い
（
唯
一
か
も
し
れ

な
い
）
離
島
に
設
定
さ
れ
た
奄
美
ト
レ
イ
ル
は
、
他

に
は
無
い
厳
し
い
条
件
の
下
で
設
定
を
進
め
て
い
る

ト
レ
イ
ル
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

新
し
い
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
像
へ
の

 

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

こ
こ
ま
で
奄
美
ト
レ
イ
ル
に
無
い
も
の
ば
か
り
挙
げ

て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
下
で
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
を
設
定
す
る
こ
と
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
奄
美
ト
レ
イ
ル
の
第
一
の
目
的
（
地
域

目
線
で
の
目
的
）
は
地
域
の
持
続
的
な
活
性
化
で
あ
り
、

奄
美
大
島
と
徳
之
島
が
登
録
を
目
指
す
世
界
遺
産
効
果

の
群
島
全
体
へ
の
波
及
、
既
存
観
光
地
へ
の
過
度
の
集

中
の
防
止
等
の
目
的
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
奄
美
ト
レ

イ
ル
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
国
内
に
お
け

る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
発
展
を
考
え
る

上
で
よ
り
大
き
な
意
味
や
役
割
を
持
ち

得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
奄
美
ト
レ
イ
ル
は
、
一
般

的
に
期
待
さ
れ
る
（
と
思
わ
れ
る
）
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な

る
、
新
た
な
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
像
を
創

出
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
に
浮
か
ぶ
ウ

ミ
ガ
メ
、
サ
ン
ゴ
の
枝
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
白
い
砂
浜
、
無
数
に
気
根
を
伸
ば

し
た
巨
大
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
シ
ダ
類
が

鬱
蒼
と
茂
っ
た
照
葉
樹
の
森
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
畑
の
中
を
進
む
ま
っ
す
ぐ
な
道
、

神
様
の
通
り
道
が
大
切
に
残
さ
れ
た
集

落
…
…
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
見
ら
れ
な

い
、
奄
美
ト
レ
イ
ル
な
ら
で
は
の
光
景

は
ど
れ
も
美
し
い
。

 

島
か
ら
島
へ
の

 

新
し
い
楽
し
み
方

　

新
た
な
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
像
は
、
ト
レ
イ
ル
周
辺
の

光
景
だ
け
で
な
く
、
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
に
も
及
ぶ
。

先
述
の
通
り
ハ
ブ
等
の
安
全
面
の
観
点
か
ら
、
奄
美
ト

レ
イ
ル
の
ル
ー
ト
は
大
部
分
が
舗
装
さ
れ
た
公
道
や
農

道
で
あ
る
。
登
山
道
に
慣
れ
親
し
ん
だ
方
に
は
物
足

り
な
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
軽
ト
ラ
で
通

り
か
か
る
地
域
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
達
と
思
い
が

け
な
い
交
流
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
ひ
と
味
違
う
楽
し
み

方
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
降
雪
の
心
配
を

せ
ず
身
軽
に
歩
け
る
環
境
は
、
冬
期
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

場
所
と
し
て
特
に
ラ
イ
ト
な
ハ
イ
カ
ー
に
は
魅
力
と
な

り
得
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
島
々
を
結
ぶ
ト

レ
イ
ル
と
し
て
何
よ
り
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

島
を
一
周
し
た
と
き
の
達
成
感
で
あ
る
。
海

の
彼
方
に
浮
か
ぶ
次
の
島
を
見
た
時
の
興
奮
、

飛
行
機
や
船
で
島
か
ら
島
へ
と
渡
り
新
た
な

島
へ
降
り
立
つ
時
の
高
揚
感
は
、
他
の
ト
レ

イ
ル
で
は
得
難
い
も
の
だ
ろ
う
。

　

奄
美
ト
レ
イ
ル
の
こ
う
し
た
可
能
性
は
、

同
時
に
日
本
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
裾
野
を

広
げ
得
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
の
裾
野
を
広
げ
、「
王
道
」
の
ト
レ

イ
ル
も
含
め
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
全
体
の
利

用
人
口
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
も
、
少
し

で
も
多
く
の
方
に
奄
美
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て

頂
き
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
頂
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。

前
田
尚
大
（
鹿
児
島
県
環
境
林
務
部
自
然
保
護
課
奄
美
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
室
）

「
世
界
自
然
遺
産 

奄
美
ト
レ
イ
ル
」
の

チ
ャ
レ
ン
ジ

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

「
世
界
自
然
遺
産 

奄
美
ト
レ
イ
ル
」
の
推
進
に
取
り
組
む

奄
美
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
室
の
前
田
尚
大
さ
ん
に
よ
る
、

島
々
を
結
び
つ
け
る
奄
美
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、
特
徴
、
楽
し
み
方

群島ならではの船で渡り歩く旅

喜界島

徳之島

与論島

沖永良部島

奄美大島

フェリー
飛行機
奄美トレイル

※トレイルのルートはイメージです。
※航路は平成30年12月時点のものです。

世界自然遺産 奄美トレイル
ウミガメとの出逢いもあるかも
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シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
の
美
し
い
景
観

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
に
は
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
の
環
境
保
全
に
生
涯
を

懸
け
た
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。

彼
が
会
長
を
務
め
て
い
た
シ
エ
ラ
ク
ラ
ブ
は
、「
ウ
ィ

ル
ダ
ネ
ス(

原
生
自
然)

を
歩
い
て
こ
そ
、
環
境
保
全

の
芽
が
育
つ
」
と
考
え
、シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
中
心
部
の
ル
ー

ト
を
開
拓
し
て
い
た
。
１
９
１
４
年
に
ミ
ュ
ー
ア
が
他

界
す
る
と
、
そ
の
ル
ー
ト
に
ミ
ュ
ー
ア
の
名
が
冠
さ
れ
、

翌
年
か
ら
敷
設
工
事
が
開
始
。
全
線
開
通
ま
で
に
23
年

を
要
し
た
難
事
業
だ
っ
た
。
当
初
の
理
念
通
り
、
ト
レ

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
東
部
に
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
が
６
４
０
㎞
に
わ
た

り
南
北
に
横
た
わ
る
。
そ
の
中
心
部
を
通
る
山
道
が
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・

ト
レ
イ
ル
（
以
下
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
）
だ
。
北
の
始
点
は
ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
に
あ
る

標
高
１
２
２
０
ｍ
の
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ル
か
ら
始
ま
る
。
夏
の
ヨ
セ
ミ
テ
は
、

上
高
地
の
よ
う
に
賑
わ
う
観
光
地
で
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
は
少
し
だ
け
居
心

地
が
悪
い
。
ト
レ
イ
ル
は
ト
ゥ
オ
ル
ミ
ー
メ
ド
ウ
ズ
ま
で
一
度
北
上
し
、

あ
と
は
南
下
し
な
が
ら
、
い
く
つ
も
の
パ
ス
（
峠
）
や
谷
を
抜
け
て
、
合

計
３
４
０
㎞
を
経
て
、南
の
始
点
、ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
山
に
向
か
う
。
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
山
は
ア
ラ
ス
カ
を
除
く
ア
メ
リ
カ
本
土
で
一
番
の
高
さ
４
２
２
１

ｍ
を
誇
る
。
頂
上
か
ら
の
景
色
に
こ
れ
以
上
高
い
山
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ

国
内
で
も
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
ス
ル
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
を
バ
ケ
ッ
ト
・
リ
ス
ト
（
死
ぬ

ま
で
に
や
り
た
い
こ
と
）
に
挙
げ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
家
は
多
い
。

イ
ル
は
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
の

中
を
抜
け
て
い
く
。
全
行

程
が
国
立
公
園
と
森
林
局

の
保
護
区
の
中
に
あ
り
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
る
ト
レ

イ
ル
は
類
を
見
な
い
。

　

実
際
に
歩
い
て
み
る

と
、
ほ
ぼ
２
０
０
０
～

３
０
０
０
ｍ
の
森
林
限
界

線
近
く
を
進
む
。
途
中
の
パ
ス
で
は
、
富
士
山
の
標
高

を
越
え
る
こ
と
も
あ
る
。
松
や
杉
、
モ
ミ
な
ど
の
針
葉

樹
の
森
を
進
み
、
高
度
を
得
る
に
連
れ
て
木
々
は
消
え
、

氷
河
の
作
っ
た
地
形
を
進
む
。
目
に
入
る
の
は
氷
河
が

削
っ
た
灰
色
の
花
崗
岩
で
で
き
た
山
々
。
岩
山
に
張
り

付
く
白
い
氷
河
や
雪
渓
。
そ
の
下
の
蒼
い
氷
河
湖
。
雪

解
け
水
は
小
さ
な
白
い
流
れ
を
作
り
、
や
が
て
渓
流

と
な
る
と
、
そ
の
周
り
に
は
青
々
と
し
た
草
地
が
で

き
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ペ
イ
ン
ト
ブ
ラ
シ
や
ル
ピ
ナ
ス
、

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ー
な
ど
の
野
生
の
花
々
が
彩

り
を
加
え
る
。

　

野
生
動
物
も
多
い
。
マ
ー
モ
ッ
ト
や
ダ
グ
ラ
ス
・
リ

ス
が
、
わ
た
し
た
ち
を
見
て
み
ぬ
ふ

り
を
し
て
、
彼
ら
の
日
々
の
暮
ら
し

に
勤
し
む
。
臆
病
な
ブ
ラ
ウ
ン
ベ
ア

は
木
々
の
隙
間
か
ら
顔
だ
け
覗
か
せ

て
、わ
た
し
た
ち
ハ
イ
カ
ー
を
見
張
っ

て
い
る
。
小
鳥
た
ち
は
虫
を
探
し
、

さ
え
ず
る
の
に
夢
中
だ
。
鹿
た
ち
は

草
を
頬
張
る
の
に
忙
し
く
、ハ
イ
カ
ー

な
ん
て
構
っ
て
く
れ
や
し
な
い
。

 

ト
レ
イ
ル
の
歩
き
や
す
さ

　

こ
こ
数
年
で
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
歩
く
ハ
イ
カ
ー
は
増
え
続
け

て
い
る
。
入
山
許
可
の
予
約
は
い
つ
も
一
杯
だ
。
ハ
イ

カ
ー
が
増
え
れ
ば
ト
レ
イ
ル
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
砂
地
の
轍
は
あ
っ
と
い
う
間
に
浸
食
さ
れ
て
ゆ
く
。

そ
の
せ
い
も
あ
り
、
付
け
替
え
工
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
歩
き
に
く
い
岩
場
は
、
砂
利
敷
き
や
石
造
り

の
ト
レ
イ
ル
へ
と
変
わ
る
。
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
と
は
程
遠

く
な
る
が
、
歩
き
や
す
く
こ
れ
以
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

な
い
。
そ
し
て
ハ
イ
カ
ー
の
事
故
が
減
少
す
れ
ば
、
歩

く
人
は
増
え
て
い
く
。

　

最
近
で
は
、
年
配
の
女
性
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
マ
ッ
チ
ョ
な
世
界
だ
っ
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン

グ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
若
い
ハ
イ
カ
ー
と
異
な
り
、

足
取
り
は
緩
や
か
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
歩
一
歩

確
実
に
進
ん
で
い
く
。
追
い
越
し
た
は
ず
が
、
休
ん
で

い
る
う
ち
に
抜
か
れ
て
し
ま
う
。
や
が
て
言
葉
を
交
わ

す
よ
う
に
な
る
と
、
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
。
年
配
の

方
々
は
タ
フ
で
た
お
や
か
だ
。
パ
ス
で
は
一
緒
に
記
念

撮
影
を
し
て
、
連
絡
先
を
交
換
す
る
。「
下
山
し
た
ら
、

我
が
家
に
も
寄
っ
て
ね
」
と
誘
わ
れ
る
。
嬉
し
い
。
街

で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
ト
レ
イ
ル
で

は
よ
く
起
こ
る
。
同
じ
目
標
を
目
指
す

ハ
イ
カ
ー
は
絆
が
生
ま
れ
や
す
い
。
そ

し
て
そ
の
絆
は
心
強
い
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
が
人

を
惹
き
つ
け
る
わ
け
だ
。

　

シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
を
歩
い
て
い
る
と
、

わ
た
し
は
ち
っ
ぽ
け
だ
と
感
じ
る
。
息

を
切
ら
し
て
パ
ス
を
登
り
、
一
息
つ
い

て
後
ろ
を
振
り
返
る
。
美
し
い
景
色
が

泰
然
と
広
が
る
。
横
で
は
マ
ー
モ
ッ
ト
が
優
雅
に
昼
寝

を
し
て
い
る
。
う
ら
や
ま
し
い
。
そ
の
場
に
留
ま
り
た

く
な
る
。
歩
く
の
が
も
っ
た
い
な
い
。
一
瞬
で
も
、
シ

エ
ラ
ネ
バ
ダ
の
景
色
の
一
点
に
な
り
た
く
て
、
わ
た
し

は
毎
年
の
よ
う
に
歩
い
て
い
る
。

勝
俣 

隆
（
ハ
イ
カ
ー
ズ
デ
ポ
）

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・

ト
レ
イ
ル
の
魅
力

２
０
０
４
年
か
ら
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
を

毎
年
の
よ
う
に
歩
い
て
い
る
勝
俣
隆
さ
ん
に
、

そ
の
魅
力
を
美
し
い
写
真
と
と
も
に
伝
え
て
い
た
だ
い
た

3644 メートルに位置するミューア峠に設置された避難小屋「ミューア・ハット」と天の川

標高 3630 メートルの峠まで続く「ゴールデン・ステアケー
ス」と呼ばれるスイッチバック。JMT 上で一番の難所だ

ミューア峠にへと続く氷河湖エリアには灌木すらなくなる

夕照のカセドラル・ピーク。山火事の影響で一面の空
がピンクに染まる

馬やラバによる荷揚げサービスを行うパックトレイン。昔ながらの
旅のスタイルだ

北側で一番美しい湖のサウザンド・アイランド・レイク
とバナーピークを眺められるキャンプ地

マーモットの日光浴。いつ餌をとっているのだろう
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認
め
ら
れ
た
道
自
体
」
の
こ
と
も
指
し
ま
す
。
特
に
、

徒
歩
の
み
に
利
用
さ
れ
る
も
の
を
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
と

い
い
ま
す
。Rights of W

ay

の
多
く
は
、
昔
か
ら
人
々

が
生
活
の
た
め
に
通
行
し
て
き
た
道
で
、
森
や
公
園
だ

け
で
な
く
、
街
中
の
ビ
ル
の
間
、
農
場
の
中
、
個
人
庭

の
脇
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
体
に
よ
りRights of W

ay

と
し
て
登
録
さ
れ
る

と
、
た
と
え
土
地
所
有
者
で
あ
っ
て
も
通
行
止
め
に
は

で
き
ず
、
道
を
塞
ぐ
よ
う
に
家
を
建
て
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
草
刈
り
や
倒
木
の

処
理
な
ど
道
の
維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
す
べ
て
のRights of W

ay

は
一
般
的
な

地
図
に
掲
載
さ
れ
、
ル
ー
ト
上
に
は
全
国
統
一
の
サ
イ

ン
タ
グ
も
取
り
付
け
ら
れ
る
の
で
、
ど
こ
に
あ
る
か
が

誰
で
も
簡
単
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
通
行
権
が
保
障
さ
れ
た
道
が
網
目
状
に
存
在

し
て
い
る
お
か
げ
で
、
人
々
は
安
心
し
て
自
由
に
歩
き

ま
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

 C
otsw

olds

（
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
）

 

地
域
の
魅
力

　

さ
ら
に
、
長
距
離
を
歩
く
と
い
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
利
用
の
た
め
に
、
全
国
各
地
に
既
存
のRights of 

W
ay

を
つ
な
い
だ
長
距
離
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
現
在
、
そ
の
う
ち
16
コ
ー

ス
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
イ
ル
」
と
し
て
国
に
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、最
も
風
光
明
媚
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
道
の
ひ
と
つ
と
も
い
わ
れ
る 

“Cotsw
old 

W
ay

”
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
に
位
置
す
るCotsw

olds

地

域
は
、
13
〜
15
世
紀
に
羊
毛
産
業
で
栄
え
た

丘
陵
地
帯
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
車
で
２

時
間
程
度
と
ア
ク
セ
ス
も
よ
い
た
め
、
周
辺

都
市
だ
け
で
な
く
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

Cotsw
olds

地
域
を
南
北
に
縦
断
す
る
全
長

１
６
４
㎞
の
ト
レ
イ
ル
が 

“Cotsw
old W

ay

” 

で
す
。

１
９
５
３
年
に
地
元
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
家
に
よ
っ

て
設
立
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
整
備
さ

れ
、
１
９
７
０
年
に
開
通
。
そ
の
後
、
２
０
０
７
年
に

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
イ
ル
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Cotsw
old W

ay

は
、
渓
谷
や
高
原
、
牧
場
や
集
落

を
通
っ
て
お
り
、
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
雰
囲
気
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
牧
場
内
を
通
る
と
き
に
は
、

牛
や
羊
や
馬
が
の
ん
び
り
と
草
を
食
ん
で
い
る
姿
を
眺

め
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
小
高
い
丘
に
登
る
と
、

ヘ
ッ
ジ
ロ
ー
と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
生
垣
で
区
切
ら
れ

た
放
牧
地
や
農
地
の
中
に
、
村
や
町
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ど
の
集
落
に
も
地
元
で
採
れ
る

は
ち
み
つ
色
の
ラ
イ
ム
ス
ト
ー
ン
で
で
き
た
伝
統
的
な

建
物
や
石
積
み
の
壁
が

並
ん
で
お
り
、
今
で
も

住
宅
や
お
店
と
し
て
大

事
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

Cotsw
olds

地
域
で

は
、
古
く
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
建
造
物
や
景
観
、
利
用

し
や
す
い
歩
道
は
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
お
り
、

地
元
住
民
や
飲
食
店
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
客
を
歓
迎
す
る
こ
と
が
、
地
域

の
経
済
的
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
景

観
や
歩
道
に
対
す
る
地
元
住
民
の
愛
着
や
保
全
意
識
も

高
く
、
ヘ
ッ
ジ
ロ
ー
や
石
積
み
の
壁
の
よ
う
な
伝
統
技

術
の
継
承
や
、
清
掃
や
階
段
の
設
置
と
い
っ
た
歩
道
の

管
理
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
開
催
に
は
、
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
イ
ル

で
も
、
実
際
に
は
、
地
方
自
治
体
や
土
地
所
有
者
、
地

元
住
民
、
民
間
事
業
者
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し

て
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

	

　
　
　
＊	

　
　
＊

　
「
我
々
は
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
こ
と
が
大
好
き
な
ん

だ
。」

　

私
が
イ
ギ
リ
ス
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
と
、

何
人
か
の
住
民
か
ら
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
人
々
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
守
ら
れ
る
こ
と
。

そ
の
サ
イ
ク
ル
こ
そ
が
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
重
要
だ
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
歩
く
道

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

山
本
裕
実
子

大
学
院
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
美
し
い
と
も
称
さ
れ
る

C
otsw

olds

（
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
）
地
域
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
、

Rights of W
ay

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
イ
ル
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

山
本
裕
実
子
さ
ん
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た

 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
楽
し
み

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

主
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
多
く
の
人
が
毎
日
近
所
を
散
歩
し
、

休
日
に
は
家
族
や
仲
間
と
遠
出
し
て
ハ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
各
地

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
団
体
が
毎
週
の
よ
う
に

様
々
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
地
形
が
平
坦
な
の
で
、
険
し
い
登
山

を
す
る
こ
と
な
く
長
時
間
自
然
の
中
を
歩

く
こ
と
が
で
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
は

み
ん
な
で
村
の
カ
フ
ェ
や
パ
ブ
で
お
し
ゃ

べ
り
す
る
と
い
う
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。

誰
も
が
歩
く
権
利
を
も
つ

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
自
動
車
の
た
め

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
別
に
イ
ギ
リ

ス
全
土
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
歩
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク 

“Rights of W
ay

” 

に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。Rights of W

ay

は

「
誰
も
が
そ
こ
を
通
行
で
き
る
権
利
」
を
意

味
し
、
さ
ら
に
は
「
そ
の
よ
う
な
権
利
の

United KingdomIreland

Cotswolds

上左：列状に植えられた木を編み込んで伝
統的な生垣「ヘッジロー」を作ります。
右上：牧場内を通るフットパスでは、牧柵を
乗り越えて進むこともあります。
右中：階段を整備するボランティア達。毎週
集まって様々な活動をしています。
右下：ウォーキングツアーの最後には、みん
なで紅茶とスコーンを楽しみます。
下：ヘッジローで区切られた草地が広がる
Cotswold らしい景観

上：Rights of Way には、乗馬が可能なブライダルウェイ
という道もあります。下：人気のある運河沿いのフットパス

上：はちみつ色のライムストーンでで
きた石積みの壁 下：石積みの壁と家
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渡
辺　

来
年
２
０
１
９
年
３
月
に
、「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」
が
全
線
開
通
し
ま
す
。
今
日
、
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
お
二
方
は
、
日
本
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

第
一
人
者
で
す
が
、
加
藤
則
芳
さ
ん
も
ま
た
、
日
本
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
語
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
方

で
す
。
彼
は
、
震
災
の
直
後
に
「
津
波
の
大
き
な
影
響

を
受
け
た
三
陸
で
、
生
き
生
き
と
し
た
ト
レ
イ
ル
を
つ

く
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
、
環

境
省
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
ご
自
身
が
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
難
病
を
発
症

し
て
お
り
、
こ
の
病
気
は
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
け
ど
、
応
援
す
る
か
ら
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
、

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
環
境
省
と
し
て
も
、
国
立

公
園
で
も
あ
る
三
陸
で
、
地
域
の
復
興
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
青
森
か
ら
福
島
ま
で
つ
な
ぐ
、
と
い
う
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
や
っ
た
ら
で

き
る
だ
ろ
う
か
と
省
内
で
も
何
度
も
議
論
し
て
、
私
も

４
月
に
入
っ
て
三
陸
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
り
、
被
災
さ

れ
た
方
た
ち
と
話
を
し
て
、
震
災
の
年
の
10
月
に
こ
の

会
場
で
国
立
公
園
を
考
え
る
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
加
藤
さ
ん
に
い
ら
し
て

い
た
だ
い
て
ト
レ
イ
ル
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。
こ
こ
か
ら
三
陸
で
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
が

動
き
だ
し
た
の
で
す
。
お
二
方
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と

の
出
会
い
は
？

木
村　
私
も
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
の
出
会
い
の
き
っ
か

け
は
加
藤
則
芳
さ
ん
で
し
た
。
僕
は
長
野
県
の
飯
山
市

で
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設

を
運
営
す
る
立
場
に
あ
っ
て
、
そ
の
拠
点
と
な
る
体
験

型
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
を
ど
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
く

か
と
い
う
課
題
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
公
共
施
設
で
あ
る
こ
の
宿
の
存
続
意
義
は
、

地
域
の
人
が
求
め
て
い
て
、
か
つ
旅
行
者
も
求
め
て
い

る
こ
と
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
仕
組
み
を
作
り
出

す
こ
と
だ
と
考
え
、
多
く
の
人
が
見
に
来
ら
れ
る
ブ
ナ

の
巨
木
の
あ
る
森
を
保
全
す
る
活
動
を
は
じ
め
ま
し

た
。
地
域
と
旅
行
者
が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
保
全
活
動

が
あ
る
こ
と
で
地
域
の
人
た
ち
が
裏
山
に
関
心
を
寄

せ
、
観
光
客
と
地
域
の
人
た
ち
の
交
流
を
演
出
し
、
そ

の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る
だ
ろ
う
と

い
う
作
戦
で
し
た
。

　

そ
の
記
事
が
山
と
渓
谷
社
の
『outdoor

』
と
い
う

雑
誌
に
載
っ
た
ん
で
す
。
あ
る
日
、
そ
の
記
事
を
読
ん

だ
と
い
う
ヒ
ッ
ピ
ー
の
よ
う
な
人
が
訪
ね
て
き
た
。
そ

れ
が
加
藤
さ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
は
じ
め

て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
の
で
す
。

斉
藤　
僕
も
そ
の
雑
誌
に
ト
レ
イ
ル
の
こ
と
を
書
い
て

ま
す
。
１
９
９
７
年
発
行
の
そ
の
号
は
、
確
か
特
集
に

「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
を
組
ん
で
い
て
、
加
藤
則
芳
さ

ん
も
僕
も
歩
く
旅
の
魅
力
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
が
世
に
出
て
き
た
最
初

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

　

僕
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
仕
事
で
す
。
も
う
30
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
自

転
車
で
ア
ジ
ア
を
走
る
旅
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
小

学
館
の
『BE-PA

L

』
に
東
海
自
然
歩
道
と
い
う
八
王

子
と
大
阪
・
箕
面
を
結
ぶ
全
長
１
３
４
３
㎞
の
長
距
離

自
然
歩
道
の
記
事
を
書
い
て
み
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
海
外
の
ほ
う
に
目
が
向
い
て
い
た
の
で
気

乗
り
は
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
仕
事
を
も
ら
え
る
な

ら
と
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
意
外
に
面
白
か
っ
た
。

歩
け
ば
、
ネ
タ
が
む
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
感
じ
で
し

た
。
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い
が
ど
こ
に
で
も
あ
っ
て
、

と
て
も
充
実
し
た
旅
に
な
り
ま
し
た
。

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル　

人
と
自
然
と
出
会
う
道

グ
リ
ー
ン
レ
タ
ー
座
談
会

　
今
回
、
特
集
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
取
り
上
げ
た

の
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
東
北
に
新
し
い
道

が
ひ
ら
け
た
か
ら
で
す
。

　
道
の
名
前
は
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」。

　
東
北
の
復
興
を
祈
る
気
持
ち
で
ひ
ら
か
れ
た
こ
の
道
は
、

青
森
県
八
戸
か
ら
福
島
県
相
馬
ま
で
の
震
災
を
受
け
た
地
域
の
多
く
を

カ
バ
ー
す
る
長
い
長
い
道
で
す
。

　
座
談
会
会
場
に
設
定
し
た
新
宿
御
苑
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
は
、
２
０
１
１
年
10
月
、
国
立
公
園
ト
ー

ク
・
イ
ベ
ン
ト
（
国
立
公
園
は
自
然
の
宝
箱
）
と
し
て
、
日
本
の
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
育
て
て
き
た
故
・
加
藤
則
芳
さ
ん
が
講
演
さ
れ
、
当

時
、
環
境
省
自
然
環
境
局
長
で
あ
っ
た
本
誌
、
渡
辺
編
集
長
と
の
鼎
談

も
あ
っ
た
想
い
出
の
場
所
で
す
。

　
７
年
が
た
ち
、
つ
い
に
日
本
の
本
格
的
な
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
が
開
通
す
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

場
所
で
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
に
い
ら
し
て
い
た
だ
い
て

ト
レ
イ
ル
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
か
ら
三
陸
で
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
が
動
き
だ
し
た
の
で
す
。
渡
辺

木
村 

宏

（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
会
常
務
理
事
）

シ
ェ
ル
パ
斉
藤
（
紀
行
作
家
／
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
）

渡
辺
綱
男

（
本
誌
編
集
長
／
環
境
省
自
然
環
境
局
長
を
経
て
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
連
大
学
勤
務
）

２
０
１
８
・
１０
・
１０　
新
宿
御
苑
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
に
て

オーストラリアのトレイル、グレートオーシャンウォークにて（撮影 /シェルパ斉藤）

故・加藤則芳さん（信越トレイルクラブ提供）

気仙沼市の海岸で地元の漁師さんとお話しされ
ているのは、加藤則芳さんの弟さんの加藤正芳
氏（撮影 /茂木綾子）

2011年 10月、国立公園トーク・
イベントとして加藤則芳さんが講演
され、当時、環境省自然環境局長で
あった渡辺編集長との鼎談が行われ
た（新宿御苑インフォメーションセ
ンター）（環境省提供）
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そ
の
あ
と
30
代
は
日
本
や
世
界
の
各
地
を
バ
イ
ク
や

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
、
自
転
車
で
ま
わ
り
、
耕
う
ん
機
で
北

海
道
か
ら
波
照
間
ま
で
４
年
３
ヶ
月
か
け
て
の
日
本
縦

断
が
終
わ
っ
た
２
０
０
２
年
、
40
代
は
自
分
の
足
で
歩

こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
担
当
編
集
者

が
ア
メ
リ
カ
か
ら
こ
ん
な
雑
誌
が
あ
り
ま
す
よ
と
持
っ

て
帰
っ
て
く
れ
た
の
が
『
ブ
ル
ー
』
と
い
う
ア
ウ
ト
ド

ア
系
の
旅
行
雑
誌
で
し
た
。
そ
の
な
か
に
「
ザ
・
ワ
ー

ル
ド
・
ベ
ス
ト
７
ト
レ
イ
ル
ズ
」
と
題
し
た
特
集
記
事

が
組
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
ら
そ
の
ト
レ
イ
ル
を

す
べ
て
歩
い
て
み
た
く
な
っ
た
。
無
性
に
行
き
た
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
仕
事
で
は
な
く
自
主
的
に
歩
き
始

め
て
、
最
終
的
に
は
『
シ
ェ
ル
パ
斉
藤
の
世
界
10
大
ト

レ
イ
ル
紀
行
』
と
い
う
本
も
出
し
ま
し
た
。

渡
辺　
加
藤
則
芳
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
パ
ラ
チ
ア

ン
・
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
『
メ
イ
ン
の
森
を
め
ざ
し
て

　

ア
パ
ラ
チ
ア
ン
・
ト
レ
イ
ル
３
５
０
０
キ
ロ
を
歩
く
』

と
い
う
本
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
お
二
方
と
も
歩
か

れ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

木
村　
２
０
０
３
年
に
、
加
藤
則
芳
さ
ん
と
一
緒
に
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
・
ト
レ
イ
ル
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
の
機
関
や
企
業
か
ら
話
を
聞
い

て
、
ハ
イ
カ
ー
と
の
関
わ
り
方
を
見
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
実
際
歩
い
た
の
は
３
㎞
ぐ
ら
い
（
笑
）。

　

そ
の
と
き
に
い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
森
林

管
理
署
や
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
ト
レ
イ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
は
見
た

こ
と
の
な
い
光
景
だ
っ
た
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い

い
か
と
聞
い
た
ら
、「
い
い
け
ど
、お
ま
え
ら
も
手
伝
え
」

と
。先
ず
は
汗
を
一
緒
に
流
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
。

は
あ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

な
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。

斉
藤　

ア
パ
ラ
チ
ア
ン
・
ト
レ
イ
ル
は
全
行
程
が

３
５
０
０
㎞
な
の
で
、
毎
日
20
㎞
以
上
歩
い
て
も
踏

破
に
半
年
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
加
藤
さ
ん
に
ア

ク
セ
ス
の
良
い
お
勧
め
の
ル
ー
ト
を
教
え
て
も
ら
い
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
バ
ス
で
行
っ
て
、
バ
ス
で
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
１
０
０
マ
イ
ル
ほ
ど
を
１
週
間
ぐ
ら
い
で
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
２
泊
は
、
ト
レ
イ
ル
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
る
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
家
に
泊

め
て
も
ら
っ
て
、ベ
ッ
ド
や
シ
ャ

ワ
ー
、
洗
濯
、
夕
食
も
朝
食

も
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
遠
慮
す
る
僕
に
「
シ
ェ
ル
パ
は
遠
い
日
本
か
ら

ア
パ
ラ
チ
ア
ン
に
や
っ
て
き
た
友
人
な
ん
だ
か
ら
遠
慮

す
る
な
」
と
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
個
人
的
に
好
き
で
や
っ
て
い
る
、
そ
う
い

う
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
の
は
知
っ
て
は
い
ま
し
た

が
、
感
動
的
で
し
た
ね
。

渡
辺　
木
村
さ
ん
が
理
事
を
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
が
管
理
す
る
「
信
越
ト
レ
イ
ル
」

は
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
・
ト
レ
イ
ル
を
お
手
本
と
し
て
、

２
０
０
１
年
に
整
備
が
始
ま
り
、
２
０
０
８
年
に
全
線

80
㎞
が
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
後
10
年
や
っ
て
い
ら
し

て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

木
村　
加
藤
さ
ん
が
よ
く
言
っ
て
い
た
の
は
、
シ
ス
テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
管
理
体
制
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
で

次
の
世
代
に
ト
レ
イ
ル
が
残
せ
る
と
。
事
務
局
と
地
域

の
人
と
の
関
わ
り
方
が
、
10
年
経
つ
こ
と
で
深
く
な
っ

て
き
て
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
で
き
あ
が
っ
て
き
て
い

る
な
と
感
じ
ま
す
ね
。
最
初
は
「
通
達
が
な
い
と
で
き

ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
い
た
よ
う
な
市
町
村
も
、
今
で
は

必
然
と
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
そ
れ
を
動
か
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
10
年
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に
地
域
が
と
も
に
守
り
伝

え
る
と
い
う
意
識
が
で
き
て
き
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　
信
越
ト
レ
イ
ル
は
国
内
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
成
功
し
た
ト
レ
イ
ル
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。

木
村　
加
藤
さ
ん
が
２
０
１
３
年
に
亡
く
な
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
そ
の
思
い
を
語
り
継
ぐ
人
が
必
要
だ
と

思
っ
て
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
ま
も
な
く
全
線
開
通
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
来
た
、
と
感
慨
深
い
で
す
。
当
初
は
、
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
線
を
引
い
た
だ
け
で
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
よ
、
と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
し
、
そ

れ
を
聞
く
に
つ
れ
「
地
域
の
人
た
ち
か
ら
声
が
あ
が
る

よ
う
な
ト
レ
イ
ル
」
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
加
藤
さ
ん

の
言
葉
も
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
現
地
に

行
く
と
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
ト
レ
イ
ル
の
こ
と
を
知
ら
な

い
人
も
多
く
て
、
ど
う
し
た
ら
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
思
い
を
結
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
で

す
。

斉
藤　
も
っ
と
仕
掛
け
て
い
か
な
く
て
は
だ
め
で
し
ょ

う
ね
。
今
ま
で
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
地
域
の
人

が
知
ら
な
い
の
は
当
然
。
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん

実
現
し
て
い
か
な
い
と
発
展
し
て
い
き
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
が
被
災
し
た
土
地
で
、
東
北
の
被
災
地
を

つ
な
い
で
い
る
ト
レ
イ
ル
だ
と
い
う
こ
と
も
前
面
に
出

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
歩
く
方
は
、
被
災
地
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
思
い
も
強
く
も
っ
て
い
る
は
ず
。
そ
の
思

い
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
が

あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
国
の
お
遍
路
道
は
舗
装
路
ば
っ
か
り
で
歩
い
て
い

て
楽
し
く
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
多
く
の
人
が
歩
く

の
は
、
お
参
り
の
道
だ
か
ら
。
ス
ペ
イ
ン
の
※

サ
ン
チ

ア
ゴ
も
人
が
集
ま
る
の
は
、
あ
そ
こ
が
巡
礼
の
道
だ
か

ら
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
被
災
地
だ
か
ら
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
お
祈
り
が
で
き
る
場
所
が
あ
っ
て
も
い

い
、
巡
礼
の
意
味
合
い
を
持
た
せ
た
ほ
う
が
い
い
と
僕

は
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
地
元
の
人
に
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

た
と
え
ば
県
知
事
や
市
町
村
長
が
リ
レ
ー
形
式
で
、
歩

い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
と
こ
ろ
に
ど
ん
な

ト
レ
イ
ル
が
あ
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ニ
ュ
ー

ス
に
も
な
る
し
、
バ
ト
ン
を
渡
さ

れ
た
ら
次
の
首
長
は
歩
か
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
し
ね
。実
は
、

地
方
の
人
は
地
元
の
道
を
あ
ま
り

歩
か
な
い
ん
で
す
よ
。
歩
く
き
っ
か

け
が
あ
る
と
、
地
元
が
も
っ
と
好
き
に
な

る
は
ず
な
の
に
。

木
村　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
各
地
の
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
を
海
外
の
人
が
歩
き
始
め
て
い
る
そ
う
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
か
ら
歩
く
文
化
を
も
っ
た
旅
慣
れ
た
人
が
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
。
そ
う
な
っ
て
く
れ
ば
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
イ
ル
と
し
て
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
代
表
格
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
。

斉
藤　
な
お
さ
ら
復
興
の
道
だ
と
い
う
の
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
海
外
か
ら
来

た
人
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
く
れ
れ
ば
、
歩
き
た

い
と
い
う
人
は
ぐ
っ
と
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

木
村　
ブ
ロ
グ
な
ん
か
を
見
て
い
る
と
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
ハ
イ

カ
ー
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
ら
し
い
ん
で
す
。

名
物
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
に
も
会
い
た
い
で
す
。

絶
景
の
ト
レ
イ
ル
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、

い
ち
ば
ん
印
象
に
残
る
の
は
、

そ
こ
に
ど
ん
な
人
が
い
て
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ぞ
と
い
う
記
憶
で
す
か
ら
。
斉
藤

「
地
域
の
人
た
ち
か
ら

声
が
あ
が
る
よ
う
な
ト
レ
イ
ル
」
を

つ
く
り
た
い
と
い
う

加
藤
さ
ん
の
言
葉
も

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。
木
村

人 と 自 然 と 出 会 う 道

Long Trail

アパラチアン・トレイルでのヒアリング

加藤則芳さんに伝授された100マイルのアパラ
チアン・トレイルを歩く（撮影 /シェルパ斉藤）

※世界遺産に登録されているサンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路

テントはトレイルを自由に旅するうえで最強の宿
でもある（撮影 /シェルパ斉藤）

アパラチアン・トレイル視察（2003年）。後列
のいちばん左が加藤則芳さん、いちばん右が木村
宏さん

故・加藤則芳さん（信越トレイルクラブ提供）



●活動助成応募内訳
森林を場とした活動 ....................................

里山を場とした活動 ....................................

田畑・農村環境を場とした活動 ...............

河川・海域・池・湖沼を場とした活動 ..

その他 .............................................................

●研究助成応募内訳
動物（生態系）の基礎的な調査・研究 ..

緑地の効用・保全に関するもの ................

その他 ..............................................................

■
自
主
的
な
事
業

❶
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り

	

都
市
近
郊
の
緑
地
を
活
動
対
象
と
し
て
選
び
、
自

然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
森
づ
く
り
を
目

指
し
た
活
動
に
長
期
的
な
視
点
で
助
成
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
第
４
期
の
活
動
が
進
行
中
で
す
。

❷
緑
の
た
め
の
支
援
事
業

	

よ
り
多
く
の
人
々
に
F
G
F
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
写
真
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。「
自

然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
は
」
は
１
９
８
４
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
事
業

❸
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成

❹
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成

	

１
年
間
、
も
し
く
は
２
年
間
の
身
近
な
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
活
動
や
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
調

査
研
究
に
対
す
る
助
成
で
す
。
毎
年
、
８
件
前
後

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
8
年
度
、
公
益
信
託
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
、「
Ｆ
Ｇ
Ｆ
」
と
す
る
）

は
、
次
の
４
つ
の
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
つ
幅
広
い

事
業
を
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
所
存
で
す
。
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

種子の採取のようす 観察小屋周辺での観察会

■ 自主的な事業

❶ 未来のための森づくり
第４期 エゾリスの会による「帯広の森  里山づくり」

■ 助成事業

    ❸ 緑とふれあいの活動助成
    ❹ 緑の保全と活用の研究助成

　

本
年
度
は
２
０
１
６
年
度
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
4
ヶ
月
年
計
画
で
森
づ
く

り
を
開
始
し
た
エ
ゾ
リ
ス
の
会（
北
海
道
帯
広
市
）の
、

２
年
目
の
活
動
に
つい
て
助
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
外
来
種
駆
除
の
た
め
の
表
土

の
剥
ぎ
取
り
試
験
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
、
在
来

種
を
増
や
す
た
め
秋
に
種
子
を
採
取
し
、
育
苗
す
る

方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
林
再
生
エ

リ
ア
に
お
け
る
樹
木
の
管
理
作
業
お
よ
び
自
然
林
再

生
過
程
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
地

域
の
象
徴
と
な
る
植
物
を
40
種
選
定
し
、
そ
れ
ら
40

種
が
自
然
の
湖
畔
林
の
割
合
と
ど
の
様
に
異
な
る
か

を
把
握
し
、
今
後
ど
の
様
に
変
化
し
て
い
く
か
を
観

察
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
移
設
し
た
観
察
小
屋
を
活
用
し
な
が
ら
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た
観
察
会
を
実
施
し
、
観
察
小
屋

内
部
か
ら
観
察
で
き
る
巣
箱
を
外
壁
に
設
置
し
ま
し

た
。
今
年
度
中
に
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
よ
り
滞

在
時
間
の
長
い
作
業
や
観
察
会
を
実
施
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

第
35
回
を
迎
え
た
２
０
１
８
年
度
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成

は
、
３
月
か
ら
公
募
を
開
始
し
、
５
月
7
日
（
月
）

に
募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
応
募
件
数
は
、
活
動

助
成
に
39
件
、
研
究
助
成
に
58
件
、
合
計
97
件
と

な
り
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
本
年
度
は
活

動
助
成
４
件
、
研
究
助
成
5
件
の
計
9
件
が
助
成

対
象
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

今
回
、
助
成
に
選
ば
れ
た
方
々
、
惜
し
く
も
選
ば

れ
な
か
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
自
然
環
境
の
保
全
の
た

め
に
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

	
40件
12件
6件

	
14件
14件
1件
10件 
0件
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斉
藤　
東
北
の
場
合
、
慣
れ
慣
れ
し
く

話
し
か
け
て
は
こ
な
い
け
ど
、
こ
っ
ち
か

ら
話
し
か
け
れ
ば
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。
外

国
人
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
来
て
歩
い
て
く
れ
た

ら
、
地
元
の
方
は
嬉
し
い
し
、
自
分
の
土
地
を
誇
り
に

感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
歩
く
人
も
受
け
入
れ
る
地
元
の

方
も
、
相
乗
効
果
で
よ
い
方
向
に
高
ま
る
よ
う
に
し
な

く
ち
ゃ
。日
本
中
に
こ
れ
だ
け
ト
レ
イ
ル
が
あ
っ
て
も
、

全
部
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
も
ん

ね
。
そ
れ
は
地
元
の
意
識
の
違
い
か
な
と
い
う
感
じ
も

し
ま
す
。

木
村　
何
か
ト
レ
イ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
も
の
も
欲

し
い
で
す
ね
。
サ
ン
チ
ア
ゴ
の
ホ
タ
テ
の
よ
う
な
。
三

陸
も
ホ
タ
テ
が
産
地
だ
か
ら
、
あ
れ
を
ま
ね
し
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

斉
藤　
世
界
の
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
マ
ー
ク
だ
と
い
う
の

も
い
い
で
す
ね
。

木
村　
そ
れ
を
自
分
ち
の
軒
先
に
ち
ょ
っ
と
置
く

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
地
域
の
人
た

ち
が
文
化
と
し
て
育
ん
で
い
く
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

斉
藤　
あ
と
、
名
物
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
に

も
会
い
た
い
で
す
。
絶
景
の
ト
レ
イ
ル
も

素
晴
ら
し
い
で
す
が
、
い
ち
ば
ん
印
象

に
残
る
の
は
、
そ
こ
に
ど
ん
な
人
が
い

て
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ぞ
と
い
う

記
憶
で
す
か
ら
。
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と

い
う
の
は
大
き
い
魅
力
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
忠
実
に
歩
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
は
ま
じ
め
だ
か
ら
ル
ー
ト
が
あ
る
と
そ
の

通
り
に
、
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
考
え

て
ル
ー
ト
を
変
更
す
る
の
も
あ
り
で
す
か
ら
。
そ
れ
な

ら
も
っ
と
気
楽
に
出
か
け
ら
れ
る
。
と
に
か
く
来
て
も

ら
う
。
そ
し
て
地
元
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
２

点
が
な
い
と
結
局
、線
を
引
い
た
だ
け
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
の
な
ら
、
こ
こ
が
が
ん
ば
り
ど
こ

ろ
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ほ
ん
と
う
に
た
い
へ
ん
だ

と
思
い
ま
す
よ
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
っ
て
、
し
か
も
被
災
地
で
…
。
道
路

も
ま
だ
復
興
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
し
…
。

木
村　
今
ま
で
の
日
本
の
ト
レ
イ

ル
は
、
関
連
性
の
あ
る
地
域
の
中

で
線
を
ひ
い
た
１
０
０
㎞
前
後
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
だ
か
ら
、

あ
る
程
度
同
じ
文
化
圏
で
、
育
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
こ
の
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
は
お
お
む
ね
１
０
０
０

㎞
あ
る
の
で
、
文
化
も
生
活
習

慣
も
自
然
状
況
も
違
う
。
そ
ん
な
な
か
で
つ
な

が
る
と
い
う
の
は
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
神
髄
だ
と
思
う

ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
を
代
表
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
イ
ル
だ
と
思
う
し
、
こ
の
意
味
を
地
域
の
人
た
ち

が
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
た
と
き
に
文
化
に
な
る
。
そ
こ
ま

で
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
斉
藤
さ
ん
が
お
書
き
に

な
っ
た
『
世
界
10
大
ト
レ
イ
ル
』
の
本
で
は
11
番
目
に

数
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

斉
藤　
そ
う
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

渡
辺　
加
藤
さ
ん
は
、
自
然
が
大
事
と
い
う
だ
け
じ
ゃ

伝
わ
ら
な
い
。
歩
い
て
感
じ
る
人
が
増
え
る
こ
と
が
、

自
然
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
と
お
話
し
た
会
場
で
、
木
村
さ

ん
、
斉
藤
さ
ん
か
ら
、
と
て
も
大
切
な
宝
も
の
と
な
る

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サンチアゴのシンボル、ホタテ

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は

お
お
む
ね
１
０
０
０
㎞
あ
る
の
で
、

文
化
も
生
活
習
慣
も
自
然
状
況
も
違
う
。

そ
ん
な
な
か
で
つ
な
が
る
と
い
う
の
は

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
神
髄
だ
と
思
う
ん
で
す
。
木
村

宮城県名取市でのワークショップ (2016年）

みちのく潮風トレイル縦断ミニフォーラムでのパ
ネルディスカッションのようす。木村さんと斉藤さ
んのお顔が見える（2017年 2月1日）

みちのく潮風トレイルを歩く。
加藤則芳氏の弟さんの加藤正芳氏
（撮影 /茂木綾子）
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■ 自主的な事業

➋ 緑のための支援事業
第 35 回 わたしの

自然観察路コンクール

■ 環境大臣賞 小学生の部 「おいしいざっそう みーつけたマップ」
　 稲垣典寛さん（光輝学園つくば市立松代小学校 1 年） 

★ 第 35 回 わたしの自然観察路コンクール　環境大臣賞・優秀賞作品

■ 環境大臣賞 中学生の部 「小学校までのみちくさ道　〜猛暑に勝るみどりの元気〜」
　 秋山 凛（明治大学付属中野八王子中学校 2 年） 

　

全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、
身
近
な

自
然
観
察
路
を
絵
地
図
と
解
説
文
で
紹
介
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
自
然
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
35
回
に
な
る
２
０
１
8
年
度
は
、
小
学
生
の

部
１
３
１
件
、
中
学
生
の
部
２
１
２
件
、
高
校
生

の
部
１
５
６
件
、
団
体
の
部
15
件
、
計
５
１
４
件

の
応
募
が
あ
り
、
環
境
大
臣
賞
の
２
件
を
含
め
、

計
28
件
の
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
小
学
生
の

部
と
中
学
生
の
部
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
地

図
中
の
各
ポ
イ
ン
ト
紹
介
な
ど
や
過
去
の
受
賞
作

品
な
ど
の
詳
細
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
w
e
b
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kansatsuro.jeef.or.jp/

　

ぼ
く
の
お
き
に
い
り
の
さ
ん
ぽ
み
ち
は
、
い
え
の
ち
か

く
の
田
ん
ぼ
で
す
。

ゆ
う
が
た
に
な
る
と
、
む
し
か
ご
、
む
し
と
り
あ
み
、
ビ

ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
を
も
っ
て
、
か
ぞ
く
で
で
か
け
ま
す
。
三

さ
い
の
と
き
か
ら
い
っ
て
い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
む
し
や

は
な
を
み
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
と
し
の
は
る
は
、
た
く
さ
ん
の
ツ
ク
シ
と
フ
キ
ノ
ト

ウ
を
み
つ
け
ま
し
た
。
た
べ
る
と
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ

た
の
で
、
も
っ
と
ほ
か
に
た
べ
ら
れ
る
ざ
っ
そ
う
が
な
い

か
、
し
ら
べ
よ
う
と
お
も
い
ま
し
た
。
し
ら
べ
て
み
る
と
、

い
つ
も
フ
エ
に
し
て
あ
そ
ん
で
い
た
く
さ
や
、
に
わ
に
は

え
て
い
る
く
さ
が
、
た
べ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

ざ
っ
そ
う
は
、
わ
る
い
も
の
と
お
も
っ
て
い
た
の
に
、

あ
そ
ん
で
も
た
べ
て
も
い
い
も
の
も
あ
る
ん
だ
な
。
み
ん

な
に
も
、
ざ
っ
そ
う
の
こ
と
を
し
っ
て
ほ
し
く
て
マッ
プ
に

し
ま
し
た
。

★★ 審査員の評価 ★★

・文学的な香りのする説明
文が良かった

・植物のスケッチが上手
・標高を示すことにより植物

等の生息地を他の作品に
はない視点で捉えようと工
夫している

★★ 審査員の評価 ★★

・キジの絵などはまさに小学 1
年生の絵で、特徴をとらえ
て一生懸命描いたんだなと
伝わってくる

・いろんな人から話を聞いたこ
とを率直に自分の言葉で書
いていてたいへん良かった

賞 作品タイトル 氏名 学校名 学年 都道
府県

小学生の部
環境大臣賞

おいしいざっそう　
みーつけたマップ 稲垣 典寛 光輝学園つくば市立

松代小学校 1年 茨城県

〃
優秀賞

ぼくの新しい通学路　
わくわく発見マップ 瀬戸 総太 大田区立久原小学校 5年 東京都

〃
優秀賞 ぼくのたんけん MAP 井漕 正博 関西創価小学校 3年 大阪府

〃
優秀賞

京都・深草の朝と
夜の自ぜんマップ 田中 広城 関西創価小学校 3年 大阪府

中学生の部
環境大臣賞

小学校までのみちくさ道
～猛暑に勝るみどりの元気～ 秋山 凜 明治大学附属

中野八王子中学校 2年 東京都

〃
優秀賞

加西のガラパゴス　
あびき湿原 NATURAL ROAD 中井 一成 淳心学院中学校 1年 兵庫県

〃
優秀賞

都会の私と田舎の私　
～小川町を歩いてみたら～ 三宅 結菜 明治大学附属

中野八王子中学校 1年 東京都

高校生の部
優秀賞

緑と野鳥に出会える
「高舘いこいの森」 板橋 祐稀子 宮城県農業高等学校 3年 宮城県

〃
優秀賞

どうめきと僕の 11年間　
～きのこ・変形菌編～ 黒﨑 裕貴 和歌山県立

田辺高等学校 2年 和歌山
県

〃
優秀賞 員弁の道を歩む 奥田 愛矢 関西創価高等学校 1年 大阪府

　

道
路
の
脇
に
は
小
さ
な
可
愛
い
花
と
雑
草
。
そ
れ
か
ら
川
に
は

水
が
見
え
な
く
な
る
程
の
木
々
。
奥
地
へ
入
れ
ば
濃
い
緑
の
お
い

し
げ
る
大
木
。
と
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
緑
が
道
を
作
っ
て
い
た
。

　

葉
は
見
る
た
び
に
違
う
色
を
し
て
い
て
、
日
に
焼
け
て
い
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
弱
そ
う
な
黄
緑
色
の
葉
、
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
里
い
も
の
葉
。
生
き
生
き
と
そ
こ
に
根
強
く
育
っ
て
い
る

様
子
に
元
気
を
も
ら
え
た
。

　

花
や
実
は
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
桃
の
実
や
す
も
も
、
ぶ

ど
う
等
、
木
へ
の
付
き
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
花
は
と
て
も

小
さ
く
て
も
広
い
範
囲
に
広
が
っ
て
い
て
き
れ
い
だ
っ
た
。

　

最
初
花
に
つ
く
ハ
チ
等
の
虫
に
お
ど
ろ
い
て
い
た
が
、
最
後
に
な

る
と
気
に
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
す
ず
め
、
ね
こ
、
ハ
チ
・
・
・
緑

が
あ
る
分
、
生
き
物
も
多
く
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
道
は
小
学
生
が
通
っ
て
い
た
道
だ
と
い
う
。
暑
さ
を

忘
れ
た
子
供
た
ち
は
笑
い
声
を
こ
だ
ま
さ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

■ 緑とふれあいの活動助成

海岸の自然観察を通じて
マイクロプラスチックの危険性を学ぶ
特定非営利活動法人　
サンクチュアリエヌピーオー  静岡県

　単なる海岸清掃ではなく、マイクロスコープなどを
使用して、魚の胃内に溜まったマイクロプラスチック
ゴミを観察することで、自然や野生動物の保護のた
めにとるべき行動を普及啓発することを目的とする。

海岸でのマイクロプラスチック探し

■ 緑とふれあいの活動助成

豊北の水と生態系の研究・下関北高協同
～粟野川流域図作成を原点に～
北高夢ロード実行委員会  山口県

　地域の未来を担う高校生をはじめ
とする若い世代が、地域の伝統的な
産業である青のり栽培やシロウオ漁
の振興のために粟野川の水質を調
査する。これらの自然保護活動を通
して、次世代の人材を育成する活動。

粟野川流域調査で住民の
方にヒヤリングする

■ 緑の保全と活用の研究助成

網走市こまば木のひろばにおける
エゾモモンガの生態調査
後藤ひとみ（東京農業大学） 北海道

■ 緑の保全と活用の研究助成

巨樹・名木とそれを取り巻く地域社会における
生態系サービス及び Eco-DRR 機能の定量的評価
宇野宏司（神戸市立工業高等専門学校） 兵庫県

■ 緑の保全と活用の研究助成

岩手県の砂浜植生再生活動を通した
環境教育プログラムの開発
島田直明（岩手県立大学） 岩手県

　外部から閉ざされている狭い地域
に生息するエゾモモンガを対象に、
テレメトリー調査によって生態を調
査し、最終的には行政機関へ科学
的根拠をもった保護政策の提案を行
い、エゾモモンガの保護を進める。

　樹齢千年を超える巨樹が残存している理由を実態把握と空間情報
解析などの定量的な調査により解明することで、その周辺環境がもた
らす生態系サービスの効用と生態的防減災法を見出そうとする提案。

　東日本大震災後の砂浜の変化に着目し、地元
の小中学校の環境教育プログラムとして海浜植
物の栽培と移植をするプログラムの作成と応用
の提案。地域住民と協力しながら研究を継続し、
現実的な環境教育の実践を目標にしている。

試験的に取り付けた捕獲調査のた
めのワナ

東日本大震災後の砂浜で活動する子どもたち

都市河川の環境・生物
多様性に関する調査

　日本の絶滅危惧植物のなかには
特殊な環境にのみ生育する植物があ
り、これらの保全方法が求められて
いるなか、青ヶ島噴気孔群落に生息
するサクラジマハナヤスリ、チャボハ
ナヤスリの保全方法を見つける。

　遊歩道などのフィールド整備のた
めに、自分たちの手で未整備の竹林
の伐採や草刈りなどを行う。また拠
点となる母屋の建設なども実施する
ことにより、地域の多くの子どもた
ちに自然体験を通した環境教育の機
会を提供する活動。 森林整備の様子

■ 緑とふれあいの活動助成

大人も子どもも楽しく安全に自然体験が楽しめる
ガイアの森づくり
NPO 法人ガイア自然学校とやま  富山県

地温が高いため特色のある植物が
ごくまばらに生育している

■ 緑の保全と活用の研究助成

伊豆諸島青ヶ島の絶滅危惧種が生育する
噴気孔原群落の保全にむけた基礎研究
上條隆志（筑波大学）　東京都青ヶ島

　絶滅危惧種の保全において、重要
な再導入の候補種を環境 DNA 分析
により絞り込む試み。地元の研究者
やミヤコタナゴ保存会の協力を得て、
基礎調査を実施し、生息環境の調査
と合わせて総合的な検討を行う。

　東北沿岸部の里山里海資源を活
かしたグリーン復興プロジェクトの
一環として国と地域との協働により
計画、整備が進められている「みち
のく潮風トレイル」を対象に、民間
サイドからの利用の促進、利用の質
の向上を図る活動。

■ 緑とふれあいの活動助成

みちのく潮風トレイル利用促進のための
歩行データの調査・研究
特定非営利活動法人みちのくトレイルクラブ  宮城県

ミヤコタナゴの繁殖に不可欠な淡
水二枚貝トレイルを歩く

■ 緑の保全と活用の研究助成

天然記念物ミヤコタナゴの再導入等の
候補地の探索および生息域の再生手法の検討
鈴木規慈（三重大学大学院） 千葉県

2018 年度の助成先が決定しました

審査員の方々
左手前から、小林光氏（公益信託富士フイル
ム・グリーンファンド運営委員長）、井上和
也氏（環境省）、執行昭彦氏（（一社）日本空
間デザイン協会）、瀬尾隆史氏（（公社）日本
環境教育フォーラム）、星野俊彦氏（富士フ
イルムホールディングス（株））、守随吉弘氏

（三井住友信託銀行（株））
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豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
と
教

職
員
の
有
志
に
よ
る
『
豊
田
高
専
ド
ミ
タ

ウ
ン
実
行
委
員
会
』
の
活
動
は
４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
ド
ミ
タ
ウ
ン
と
は「
学
寮（
ド

ミ
ト
リ
ー
）
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
多

世
代
交
流
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
ま
ち
（
タ

ウ
ン
）」
の
こ
と
で
す
。
本
活
動
は
、
多
世

代
が
中
山
間
地
域
で
自
然
に
ふ
れ
あ
う
活

動
を
通
し
て
、
中
山
間
地
・
里
山
の
維
持
・

保
全
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
ま
す
。

豊
田
市
笹
戸
町
内
の
空
き
旅
館
「
皆か
い
し
り
ょ
う

志
寮
」

を
活
動
拠
点
と
し
て
、
学
生
、
教
職
員
、
地

域
住
民
の
方
々
、
豊
田
市
内
の
小
学
生
た

ち
が
一
つ
に
な
っ
て
、
休
耕
地
を
活
用
し

た
稲
作
や
畑
作
、
小
川
で
の
生
き
物
観
察

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
４
月
に

は
、
休
耕
地
を
活
用
し
た
野
菜
の
作
付
け

を
、
６
月
に
は
雨
が
降
る
中
、
小
学
生
と

と
も
に
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
休
耕
田

で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月

に
は
４
月
に
休
耕
地
に
植
え
た
野
菜
な
ど

を
収
穫
し
、
皆
志
寮
近
く
の
小
川
で
生
き

物
観
察
を
し
ま
し
た
。
９
月
に
は
６
月
に

休
耕
田
に
植
え
た
稲
を
刈
り
ま
し
た
。

ド
ミ
タ
ウ
ン
実
行
委
員
会
のFacebook

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w.facebook.com

/
dorm

itow
n/

）
で
は
、
詳
し
い
活
動
内
容

を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
、
中
山
間
地
の
自
然
に
多
世
代
が
触

れ
合
え
る
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
活
動
で
は
地

域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ン
ド
様
な
ど
、
多
方
面
の
皆
様
か
ら
多
大
な

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
心
よ
り
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小川で生き物観察

活動拠点の皆志寮前で集合写真

豊
田
市
の
中
山
間
地
を
舞
台
と
し
た

多
世
代
参
加
型
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

佐
藤
雄
哉
（
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
）
愛
知
県
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活動助成

　

富
士
山
麓
の
山
中
湖
や
忍
野
八
海
を
源

と
す
る
相
模
川
が
、
相
模
原
の
台
地
に
流

れ
出
そ
う
と
す
る
場
所
、
串
川
丘
陵
の
最

も
東
側
に
あ
る
の
が
土
沢
の
森
で
す
。
一
帯

は
集
落
に
近
い
里
山
と
し
て
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
昨
今
、水
源
涵
養
、

憩
い
の
森
と
し
て
の
整
備
、
利
用
が
進
め
ら

れ
、
地
域
を
は
じ
め
近
郊
の
人
々
の
憩
い

の
場
と
し
て
の
役
割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
【
森
を
つ
な
ぐ
（
継
ぐ
）、
森
で

つ
な
が
る
（
繋
が
る
）】
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

子
ど
も
の
自
由
な
外
あ
そ
び
の
場
、
大
人

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
、
多
様
な
人
々

が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
森
を
活
用
し
、
手

入
れ
を
し
な
が
ら
次
世
代
に
残
す
こ
と
を

目
的
に
２
０
１
１
年
よ
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

間
伐
材
の
遊
具
な
ど
で
自
由
に
遊
べ
る

「
森
で
遊
ぼ
う
」の
開
催（
毎
月
）、
林
業
家

に
よ
る「
森
林
整
備
体
験
教
室
」、
小
学
校
の

授
業
や
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ
へ
場
の
提
供
、

就
労
支
援
実
習
生
受
け
入
れ
や
コ
ン
サ
ー

ト
開
催
な
ど
、こ
れ
ま
で
延
べ
２
０
０
０
名

以
上
が
森
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、定
期

的
な
間
伐
や
下
草
刈
り
に
よ
っ
て
林
床
が

明
る
く
な
り
山
野
草
も
数
を
増
や
し
て
い

ま
す
。

　

助
成
金
で
整
備
し
た
林
道
に
よ
り
、
肢
体

不
自
由
児
サ
ー
ク
ル
が
車
イ
ス
で
森
を
訪

れ
、
参
加
者
か
ら
「
心
地
よ
く
五
感
を
刺

激
す
る
森
は
療
育
に
も
効
果
的
」
と
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
林
道
を
活
用

し
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
高
齢
者
な
ど
幅
広
い

年
齢
層
の
参
加
や
間
伐
材
の
活
用
に
も
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
整
備
を
継
続

す
る
こ
と
で
、
市
博
物
館
学
芸
員
よ
り
「
あ

る
べ
き
場
所
に
き
ち
ん
と
あ
る
」
と
評
さ

れ
た
山
野
草
な
ど
在
来
の
生
き
物
が
今
後

も
生
息
で
き
る
森
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
築
山
地
区
の
高
台
に
は
、

過
疎
化
の
影
響
で
人
は
誰
も
住
ん
で
い
ま

せ
ん
。
ス
モ
モ
を
育
て
る
農
家
の
往
来
は
あ

り
ま
す
が
、
夜
は
無
人
の
集
落
で
す
。
耕

作
放
棄
地
も
多
く
、
昼
は
サ
ル
の
群
れ
が

襲
来
し
、
夜
に
な
る
と
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

な
ど
が
多
数
出
没
し
、
果
樹
を
荒
ら
し
て

い
き
ま
す
。

　

近
く
の
人
々
は
畑
仕
事
を
生
き
が
い
に

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
育
て
た
花
や
作
物
を

け
も
の
に
荒
ら
さ
れ
、
す
っ
か
り
や
る
気

を
な
く
し
て
い
ま
す
。
住
人
は
街
に
下
り
、

人
の
い
な
く
な
っ
た
里
山
は
荒
れ
る
一
方

で
し
た
。　
　
　

　

そ
の
土
地
に
畑
を
か
り
野
菜
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。
地
元
の
人
が
収
穫
は
見
込
め

な
い
と
忠
告
さ
れ
た
土
地
で
す
。
集
落
環

境
診
断
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
察
、

電
気
柵
の
設
置
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
通
し

て
、
け
も
の
被
害
の
防
除
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
サ
ル
を
餌
で
お
び
き
寄
せ
、
電
気
柵

に
触
れ
る
と
感
電
す
る
と
学
習
さ
せ
る
と
、

そ
の
成
果
が
あ
っ
て
か
、
そ
の
後
、
近
づ

か
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
こ
ど
も
け
も
の
学
校
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
動
物
の
痕
跡
調
査
・
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
づ
け
、
シ
カ
の
ナ
イ
ト
セ
ン

サ
ス
、
収
穫
祭
、
シ
カ
の
さ
ば
き
方
教
室

に
は
多
く
の
親
子
が
参
加
し
、
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
S
N
S
を
利

用
し
て
発
信
し
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
一
連
の
仕
事

は
、
N
H
K
甲
府
放
送
局
製
作
「
け
も
の
撃

退
大
作
戦
」
と
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
に
な
り
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

自
然
を
専
門
家
か
ら
学
び
、
過
疎
化
が
進
行

す
る
現
代
社
会
の
問
題
点
に
着
目
し
、
環

境
循
環
型
社
会
の
あ
り
方
に
ま
で
学
習
は

発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
は
「
子
ど

も
の
村
中
学
校
の
自
然
と
人
の
く
ら
し
の

大
図
鑑
」
と
し
て
ま
と
め
、
発
行
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

活動助成活動助成

　

私
た
ち
の
町
女
川
は
面
積
の
８
割
強
が
山

林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
山
林
を
対
象
に
、山
林
環
境
の
保
全
及
び
、

山
林
資
源
に
対
し
て
の
認
識
共
有
化
を
目
標

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

状
は
約
半
分
が
30
～
40
年
前
に
植
栽
さ
れ
た

杉
と
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
、
そ
れ
も
植
栽
後

ほ
と
ん
ど
手
が
入
っ
て
い
な
い
密
植
放
置
状

態
と
な
っ
て
い
て
、
早
急
な
間
伐
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
間
伐
促
進
を
目
的
に

町
有
林
（
１
・
５
h
a
）
を
使
用
さ
せ
て
も

ら
い
、そ
こ
を「
女
川
学
び
の
森
」と
名
付
け
、

町
民
に
声
掛
け
し
て
「
安
全
な
伐
倒
方
法
」

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
扱
い
」
な
ど
の
林
業

の
初
歩
技
術
の
教
育
実
習
を
経
て
間
伐
作
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
作
業
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
に
発
生
す
る
間
伐
材
の
処
置
に
悩
ま
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、「
富

士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
」
の
助

成
を
受
け
て
、
間
伐
材
を
使
っ
て
林
内
で
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
遊
具
の
製
作
と

設
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

完
成
後
、よ
り
安
全
性
を
見
極
め
る
た
め
、

約
20
組
の
親
子
を
呼
ん
で
試
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
評
価
は
上
々
で
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
に
笑
顔
が
う
か
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
を
見
て
い
る
と
、
遊
具
は
も
と
よ

り
、
そ
ば
に
転
が
っ
て
い
る
長
丸
太
を
平
均

台
に
し
た
り
、
短
い
玉
切
り
材
を
転
が
し
た

り
、
円
盤
状
の
端
材
を
投
げ
合
っ
た
り
と
林

内
の
身
近
な
も
の
で
嬉
々
と
し
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
仮
想
空
間
よ
り
現
実
空
間
が
い
か
に

自
ら
の
着
想
と
工
夫
を
育
む
も
の
か
と
、
改

め
て
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

女
川
学
び
の
森
の
整
備
と
利
活
用
促
進

青
砥
祐
信
（
N
P
O
法
人
女
川
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会
）
宮
城
県

林内の遊具で遊ぶ子どもたち

ヒノキの間伐作業車いすが通れる新しい林道収穫祭の様子

完成したウッドデッキに記された
FGF ロゴ

29

２０１７年度のＦＧＦ助成先は、活動助成が５件、研究助成が３件でした。
活動・研究の成果をご報告していただきました。

2017年度　助成先の紹介

活動助成

近隣小学校と共催で行ったプロの林業家によ
る森林整備体験

鹿のさばき体験教室

里
山
を
活
か
し
た
こ
ど
も
の
遊
び
場
と

大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

青
木
薫
（
土
沢
森
あ
そ
び
の
会
）
神
奈
川
県

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
内
で
の

獣
害
に
つ
よ
い
畑
づ
く
り

加
藤
博
（
南
ア
ル
プ
ス
子
ど
も
の
村
中
学
校
）
山
梨
県
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ヒ
グ
マ
は
北
海
道
を
代
表
す
る
野
生
動

物
で
あ
り
、
日
本
で
唯
一
野
生
の
ク
マ
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
知
床
半
島
で
は
自

然
観
察
資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
住
宅
地
へ
の
侵
入
や
農
作
物
被
害

な
ど
、
人
と
の
軋
轢
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
近
年
は
人
の
存
在
を
脅
威
と
感

じ
ず
、
繰
り
返
し
人
前
に
現
れ
る
「
新
世

代
ベ
ア
ー
」
が
知
床
国
立
公
園
内
を
中
心

に
増
加
し
、
人
と
の
危
険
な
遭
遇
が
日
常

的
に
発
生
し
て
い
る
。
本
研
究
は
、
新
世

代
ベ
ア
ー
が
生
じ
る
背
景
を
知
り
、
そ
の

行
動
特
性
に
関
す
る
知
見
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
新
世
代
ベ
ア
ー
が
生
じ
る
背
景
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
国
立
公
園
内
外
に

お
い
て
人
前
に
堂
々
と
現
れ
、
頻
繁
に
住

宅
地
・
農
地
周
辺
に
出
没
す
る
ヒ
グ
マ
か

ら
、
糞
や
毛
な
ど
の
試
料
を
採
取
し
、
遺

伝
子
分
析
に
よ
り
個
体
識
別
や
個
体
間
の

血
縁
関
係
の
解
析
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、

一
部
の
人
慣
れ
し
た
個
体
と
そ
の
子
ら
が
、

頻
繁
に
人
と
の
軋
轢
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高

度
に
人
慣
れ
し
た
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子

の
う
ち
、
特
に
オ
ス
は
出
生
地
か
ら
分
散

す
る
過
程
に
お
い
て
、
住
宅
地
・
農
地
周

辺
に
出
没
し
て
駆
除
さ
れ
る
傾
向
が
高
い

と
い
う
現
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
現
在
は
、
国
立
公
園
内
で
頻
繁
に

人
前
に
現
れ
る
一
頭
の
母
グ
マ
に
G
P
S

発
信
機
付
き
の
首
輪
を
装
着
し
、
そ
の
行
動

パ
タ
ー
ン
を
調
べ
る
と
と
も
に
、
人
為
的
な

追
い
払
い
の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
今

後
も
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
世
代
ベ
ア
ー

を
過
度
に
増
加
さ
せ
な
い
た
め
の
有
効
な

方
策
を
た
て
る
こ
と
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

活
動
場
所
と
経
緯

　

上
野
公
園
に
隣
接
し
た
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
前
身
の
東
京
美
術
学
校
と
東
京
音
楽

学
校
が
置
か
れ
て
か
ら
１
３
０
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
先
人
が
大
切
に
残
し

て
き
た
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
古
い
森
の
保

全
が
こ
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
常
緑

樹
や
侵
略
的
外
来
種
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い

た
暗
い
極
相
林
を
、
明
る
く
多
様
性
の
あ

る
森
へ
と
緩
や
か
に
移
行
さ
せ
る
植
樹
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
３
ヵ
年
に
渡
り
実
施
、
そ
の
森

を
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、新
た
に
武
蔵

野
の
植
生
を
増
や
す
活
動
と
し
て
大
学
沿
道

で
の「
藝
大
ヘ
ッ
ジ
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

助
成
金
に
よ
る
活
動

◆ 

森
の
維
持
管
理
資
機
材
の
充
実
： 

学
生

有
志
に
よ
る
「
お
世
話
隊
」
の
維
持
管
理
活

動
に
必
要
な
リ
ヤ
カ
ー
や
剪
定
道
具
な
ど
を

購
入
。

◆ 「
藝
大
ヘ
ッ
ジ
」
の
拡
大
： 

大
学
の
外
周

部
の
閉
鎖
的
な
鉄
柵
を
撤
去
し
緑
の
灌
木
に

よ
る
柔
ら
か
な
境
界
を
段
階
的
に
か
た
ち
づ

く
る
取
り
組
み
の
第
三
弾
を
実
施
。
落
葉
・

常
緑
を
織
り
交
ぜ
た
武
蔵
野
の
植
生

３０
種
ほ

ど
の
苗
木
に
よ
る
混
植
の
生
垣
を
デ
ザ
イ
ン

し
、
学
生
・
教
職
員
・
本
学
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
な
ど

の
関
係
者
、
一
般
の
方
々
に
よ
る
植
樹
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆ 

藝
大
生
に
よ
る
「
藝
大
の
森
図
鑑
」： 

取
り
掛
か
り
と
し
て
森
に
あ
る
樹
木
か
ら
選

ん
だ
い
く
つ
か
の
対
象
樹
を
学
生
各
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
目
線
で
捉
え
表
現
す
る
こ
と
を
試

み
ま
し
た
。
同
じ
モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
の
表

現
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
で
多
角
的
な
視
点

が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
植
物
に
触
れ
観

察
す
る
こ
と
が
学
生
の
創
作
へ
の
刺
激
に
も

な
り
ま
す
。

◆ 

森
の
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
： 

複
雑

な
樹
形
や
地
形
を
最
新
の
機
材
を
用
い
て
デ

ジ
タ
ル
化
。
現
状
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、

全
体
像
を
俯
瞰
し
て
掴
み
、
Ｐ
Ｃ
画
面
の
中

で
森
の
中
を
飛
び
回
れ
る
よ
う
な
デ
ー
タ
を

取
得
。
今
後
の
成
長
や
変
化
を
見
る
際
の

ベ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◆ 

今
後
の
展
開

　

こ
れ
ら
緑
の
環
境
を
保
全
す
る
活
動
を
通

し
て
大
学
全
体
が
地
域
と
ゆ
る
や
か
に
つ
な

が
り
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
効
果
を

感
じ
て
い
ま
す
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
の

取
り
組
み
は
学
生
、
教
職
員
ら
有
志
に
よ
る

選
択
的
除
草
・
水
遣
り
・
刈
込
み
な
ど
の
活

動
を
継
続
し
て
お
り
、
一
年
を
通
じ
て
花
や

実
や
紅
葉
、
新
緑
な
ど
様
々
な
季
節
の
表
情

を
感
じ
る
場
所
と
し
て
維
持
し
て
い
く
と
と

も
に
、「
藝
大
ヘ
ッ
ジ
」
を
段
階
的
に
延
伸

し
て
さ
ら
に
充
実
し
た
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
京
藝
術
大
学
上
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

武
蔵
野
の
植
生
再
生
と
維
持
の
活
動

清
水
泰
博
・
君
塚
和
香
（
東
京
藝
術
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
推
進
室
）
東
京
都

　

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
は
本
州
、
四
国
、
九
州

に
生
息
す
る
日
本
固
有
の
カ
メ
で
、
太
平
洋

側
で
は
関
東
地
方
が
そ
の
北
限
に
あ
た
る
。

千
葉
県
北
部
に
残
る
里
山
に
は
僅
か
で
は

あ
る
が
イ
シ
ガ
メ
の
生
息
地
が
残
さ
れ
て

お
り
、
北
限
域
に
あ
た
る
こ
の
地
の
一
角

で
保
全
を
目
的
と
す
る
生
態
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。
イ
シ
ガ
メ
は
全
国
各
地
で
環

境
悪
化
に
よ
り
個
体
数
が
減
少
し
絶
滅
の

危
機
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
保
全
に
向

け
て
の
生
態
学
的
な
基
礎
研
究
は
十
分
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
特
に
、
保
全
上
重
要

な
繁
殖
や
幼
体
に
関
す
る
詳
細
な
生
態
が

不
明
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
た

生
活
史
の
解
明
を
研
究
目
的
に
し
た
。

　

イ
シ
ガ
メ
の
標
識
再
捕
獲
や
成
体
雌
に

電
波
発
信
器
を
装
着
し
行
動
を
追
跡
し
た

こ
と
で
、
産
卵
場
所
の
特
徴
や
孵
化
後
の

幼
体
の
生
息
環
境
や
行
動
圏
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
産
卵
場
所
は
水
田
の
畦
や
農

道
で
は
な
く
、
よ
り
離
れ
た
畑
や
園
芸
用
ハ

ウ
ス
、
人
家
の
庭
、
寺
の
境
内
な
ど
で
あ
っ

た
。
一
方
、
幼
体
の
生
息
場
所
は
越
冬
期

も
含
め
て
、
水
田
、
水
路
、
湿
地
、
小
池

な
ど
の
浅
い
水
辺
を
利
用
し
、
成
体
と
は

環
境
を
異
に
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

ま
た
、
行
動
圏
も
成
体
と
比
べ
る
と
か
な
り

狭
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
よ

り
、
産
卵
場
と
幼
体
の
好
む
浅
く
て
安
定

的
な
水
場
と
い
う
微
環
境
を
セ
ッ
ト
で
確

保
す
る
こ
と
が
、
イ
シ
ガ
メ
個
体
群
の
維

持
に
必
要
な
要
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
個
体
群
調
査
を
行
い
、

孵
化
幼
体
の
分
散
過
程
や
そ
の
後
の
成
長

に
伴
う
変
化
を
追
跡
調
査
す
る
こ
と
で
、
寿

命
の
長
い
イ
シ
ガ
メ
の
保
全
に
有
効
と
な

る
生
態
学
的
知
見
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

浅い水場をよく利用す
るイシガメの幼体ヒグマの背擦り木に付着した毛を採集

し、遺伝子解析に用いる

水田で確認した電波発信機を装着したイシガ
メ雌

一頭の「新世代ベアー」に GPS 首輪
を装着し、行動を追跡する

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
の
保
全
を
目
的
と
し
た

生
活
史
の
解
明

小
賀
野
大
一
（
東
邦
大
学
理
学
部
地
理
生
態
学
研
究
室
）
千
葉
県

　

本
州
で
は
在
来
カ
エ
ル
の
ア
ズ
マ
ヒ
キ

ガ
エ
ル
も
北
海
道
に
と
っ
て
外
来
種
と
な

る
。
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
、
北
海
道
の
一

級
河
川
で
あ
る
石
狩
川
流
域
沿
で
分
布
を

拡
大
し
、
２
０
０
５
年
に
は
石
狩
川
河
口
域

（
石
狩
浜
）
で
分
布
が
確
認
さ
れ
た
。
石
狩

浜
に
は
国
内
で
最
大
規
模
の
海
浜
植
生
群

落
が
存
在
し
、
な
か
で
も
イ
ソ
ス
ミ
レ
の

国
内
最
北
端
の
生
育
地
で
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
イ
ソ
ス
ミ
レ
の
種
子
散
布
を
担
う
ア

リ
類
に
も
希
少
性
の
高
い
種
が
多
く
存
在

し
、
特
に
エ
ゾ
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
の
ス
ー
パ
ー

コ
ロ
ニ
ー
は
世
界
的
に
も
稀
な
大
規
模
コ

ロ
ニ
ー
と
し
て
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
、
ア
リ
類
の
捕
食

者
と
し
て
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
希
少
ア
リ
類
と
イ

ソ
ス
ミ
レ
、
さ
ら
に
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の

相
互
関
係
を
解
明
す
る
た
め
に
、
イ
ソ
ス

ミ
レ
の
減
少
状
況
の
把
握
、
ア
リ
類
の
分

布
、
そ
し
て
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
効
果
的

な
防
除
と
影
響
の
把
握
を
試
み
た
。
イ
ソ

ス
ミ
レ
の
株
数
を
２
０
１
２
～
２
０
１
３

年
の
調
査
結
果
と
本
研
究
（
２
０
１
８
年
）

で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
33
％
の
減
少
が
確

認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

の
胃
内
容
物
か
ら
は
、
11
種
の
ア
リ
が
確

認
さ
れ
、
希
少
性
の
高
い
エ
ゾ
ア
カ
ヤ
マ

ア
リ
、
ツ
ノ
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
、
さ
ら
に
イ

ソ
ス
ミ
レ
の
種
子
（
エ
ラ
イ
オ
ソ
ー
ム
）

散
布
を
担
う
ア
リ
類
も
含
ま
れ
た
。
ア
ズ

マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
侵
入
が
イ
ソ
ス
ミ
レ
の

減
少
に
起
因
し
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、

今
後
は
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
よ
る
間
接

的
な
海
浜
植
生
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
防
除

も
実
施
し
、
２
０
１
８
年
に
は
２
２
７
０

匹
の
駆
除
も
実
施
し
た
。

トラップで捕獲したアズ
マヒキガエル

7,664 株のイソスミレを確認した

石
狩
海
岸
に
お
け
る
希
少
ア
リ
類
・
海
浜
植
物
・

外
来
カ
エ
ル
類
の
相
互
関
係
に
関
す
る
研
究

吉
田
剛
司
（
N
P
O
法
人E

nV
ision

環
境
保
全
事
務
所
）
北
海
道

研究助成 研究助成 活動助成

2017年度  助成事業
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研究助成

「藝大ヘッジ」植樹ワークショップの様子

知
床
国
立
公
園
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る

ヒ
グ
マ
と
人
の
共
存
の
道
を
探
る
調
査
研
究

下
鶴
倫
人
（
北
海
道
大
学
大
学
院
獣
医
学
研
究
院
）
北
海
道
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「
う
わ
ー
、虫
が
い
っ
ぱ
い
！
」

　
「
き
ゃ
ー
、気
持
ち
わ
る
ー
」

　
「
お
花
き
れ
い
！
」

　
『
愛
子
こ
ど
も
の
森
』
と
名
付
け
ら
れ
た

雑
木
林
の
木
々
の
間
を
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
通
り
抜
け
て
ゆ
き
ま
す
。
多
数
の
地
権
者

の
ご
厚
意
で
始
ま
っ
た
活
動
も
、
現
在
は
市

立
小
学
校
の
授
業
と
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
、

他
団
体
と
の
協
力
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

夢
の
あ
る
楽
し
い
授
業

　

愛
子
ハ
グ
リ
ッ
ズ
に
よ
る
授
業
は
５
人
の

講
師
で
行
い
ま
す
。
最
初
は
、
森
や
虫
な
ど

へ
の
抵
抗
を
和
ら
げ
る
導
入
の
授
業
「
森
の

か
く
れ
ん
ぼ
」。
草
む
ら
の
中
に
本
物
そ
っ

く
り
の
動
物
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
隠
し
、
い
く

つ
見
つ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
も
の
で
す
。
集

中
力
、
観
察
力
、
怖
い
も
の
へ
の
抵
抗
力
軽

減
な
ど
に
効
果
あ
り
で
す
。
次
に
５
人
位
で

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
好
き
な
木
を
選
び
好
き

な
名
前
を
付
け
て
１
年
間
観
察
す
る
「
マ
イ

ツ
リ
ー
」。
比
較
的
変
化
が
顕
著
な
低
木
を

選
び
ま
す
、
本
当
の
名
前
も
一
緒
に
覚
え
由

来
も
確
認
し
ま
す
。
７
月
の
初
め
ご
ろ
は
幼

虫
か
ら
サ
ナ
ギ
に
な
り
か
け
の
カ
ブ
ト
ム
シ

を
床
か
ら
特
性
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
移
し
成
虫

に
な
る
ま
で
教
室
で
観
察
、
成
虫
に
な
っ
た

ら
森
に
放
し
て
あ
げ

る
と
い
う
「
カ
ブ
ト

ム
シ
授
業
」。
幼
虫
は

動
く
し
、
サ
ナ
ギ
は

形
が
変
化
す
る
し
、

観
察
中
に
死
ん
で
し

ま
う
の
も
い
る
。
命

に
つ
い
て
考
え
始
め

る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
４
種
類

く
ら
い
の
キ
ノ
コ
の

菌
打
ち
を
し
て
、
原

木
栽
培
体
験
と
菌
の

働
き
を
学
ぶ
「
キ
ノ

コ
授
業
」。
最
後
が
命

の
繋
が
り
と
大
切
さ
、

目
に
見
え
な
い
物
の
大
事
さ
、
妖
精
を
探
す

よ
う
な
楽
し
さ
の
「
生
態
系
授
業
」。

　

以
上
が
仙
台
市
立
愛
子
小
学
校
３
年
生
の

総
合
学
習
の
一
年
を
通
し
た
授
業
で
す
。
私

以
外
は
皆
そ
の
道
の
専
門
家
で
、
市
立
自
然

体
験
研
修
施
設
勤
務
の「
森
の
か
く
れ
ん
ぼ
」

の
近
江
さ
ん
。
樹
木
医
で
造
園
業
の
「
マ
イ

ツ
リ
ー
」
の
樋
口
さ
ん
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
「
カ
ブ
ト
ム
シ
授
業
」
の
芳
賀
さ

ん
。
キ
ノ
コ
会
社
役
員
の
「
キ
ノ
コ
授
業
」

の
郡
山
さ
ん
。
そ
し
て
「
生
態
系
」
の
私
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
て
夢
の
あ
る

楽
し
い
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

森
を
体
験
す
る
機
会

　

授
業
と
並
行
し
て
年
４
回
ほ
ど
親
子
で
森

体
験
の
機
会
を
設
け
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
樹

木
観
察
、
箸
作
り
、
か
ま
ど
で
火
お
こ
し
、

カ
ブ
ト
ム
シ
の
床
作
り
、
小
学
校
の
先
生
た

ち
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
企
画
で
楽
し

ん
で
ま
す
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
１
５
０
人
程

の
参
加
者
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
と
体
験
活

動
の
同
時
並
行
の
最
大
の
特
徴
は
、
好
き
な

子
は
二
重
に
楽
し
め
、
そ
う
で
な
い
子
も
授

業
で
半
ば
強
制
的
に
森
を
経
験
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
初
抵
抗
が
あ
っ
た
子
も
友
達

と
一
緒
、
か
つ
何
度
も
経
験
す
る
う
ち
に
慣

れ
て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
座
学
の

授
業
と
の
相
乗
効
果
も
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
館
等
外
部
か
ら
の
依

頼
も
多
く
な
り
、
大
き
い
も
の
で
は
仙
台
市

子
ど
も
会
連
合
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
請

負
い
、
３
年
間
継
続
し
ま
し
た
。
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｕ
Ｇ

Ｏ
で
の
レ
ー
ス
観
戦
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
森
体
験
と

ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
運
営
し
参
加
者
か
ら
喜
ば

れ
ま
し
た
。
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
私
た

ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
団
体
、
町
内
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
行
政
機
関
の
皆
様
に
も
参

加
い
た
だ
き
活
動
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

妖
精
と
一
緒
に
楽
し
い
夢
を

　

自
分
が
地
球
の
一
部
で
あ
る
こ
と
。
命
は

す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。
森
は
、
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
で
は
学
べ
な
い
、
生
き
て
い

く
上
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
教
室
」
で
す
。

そ
し
て
「
子
ど
も
が
真
ん
中
」
の
森
づ
く
り

を
し
、
子
ど
も
た
ち
の
発
想
力
を
広
げ
、
感

性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
何
が
あ
っ
て
も
曲
げ
な
い
コ

ン
セ
プ
ト
を
最
初
に
皆
で
決
め
て
ス
タ
ー
ト

し
、
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
竹
藪
を
切
り

開
き
、
下
草
を
刈
り
、
授
業
の
で
き
る
道
を

作
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
一
時
活
動

が
停
止
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
現
在
の
形
に
た
ど
り
つ
き

ま
し
た
。

　

森
の
中
で
子
ど
も
た
ち
と
木
を
調
べ
、
虫

を
探
し
、
鳥
の
声
を
聴
き
、
風
の
調
べ
に
目

を
閉
じ
て
妖
精
の
姿
を
そ
っ
と
想
像
し
、
一

緒
に
遊
ん
で
み
る
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご

し
な
が
ら
夢
は
続
い
て
ゆ
き
ま
す
。
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愛
子
子
ど
も
の

森
の
保
全
と

ふ
れ
あ
い
活
動

千
田
初
男
（
森
の
応
援
団 

愛
子
ハ
グ
リ
ッ
ズ
）

2014年 活動助成

泥だらけの水だけど感動の出水

森にかくされたフィギュアを探す

サナギって動くんだね

参加者全員で「はい、チーズ」 森への感謝を音色に込めてミニコンサート

メモを取りながら学習する子どもたち 先生よろしくお願いいたします！

原木栽培のための菌打ち

班ごとに調べたことを発表しました

カブトムシのサナギ
会を支えるスタッフ陣 FGF の助成で完成した立派な井戸



ＦＧＦ助成一覧 174件のＦＧＦ助成先をご紹介いたします。

●1984 年度
	 1	オオムラサキの森づくり
	 2	自然を守り生かす青少年の森づくり
	 3	社寺林の保全・管理に関する法学的研究
	 4	リスのいる森づくり
● 1985 年度
	 5	子供たちのフォレスト・ファーミング
	 6	屋敷林の保全と活用
	 7	明神地域の保全・活用に関する生態的研究
	 8	知床の大型野生動物の生態と自然教育への活用に

関する研究
●1986 年度
	 9	自然と芸術の森づくり
	 10	ドングリ一粒運動による広葉樹林の育成
	 11	歴史的居住環境の保全と利活用に関する研究
	 12	伝統的な人里環境の生態学的研究
●1987年度
	 13	ギフチョウが舞いサギ草の咲き乱れるコウヤマキの

森づくり
	 14	自然史博物館「嵐山自然と文化の森」の保全と活

用
	 15	自然の宝庫・桶ヶ谷沼を生かしたまちづくり
	 16	飛騨山脈の自然生態調査と一般登山活動での自然

学習のあり方
	 17	緑と人間の親和性を高める環境絵本づくり
●1988年度
	 18	「いろりの里」生活原体験及び自然観察会
	 19	雑木山から生活文化を問い直す
	 20	野外博物館「山の子村」の保全と活用
	 21	「市民による雑木林の保全・管理」のテキストづくり
	 22	神社の社叢における神樹の調査研究
●1989 年度
	 23	寒風山「風雪の森」づくり
	 24	花いっぱい鳥いっぱいの森づくり
	 25	荒廃したサンゴ礁を復元するサンゴ移植活動
	 26 	トロッコ道に見る霧島連山百年の変遷について
	 27	裏磐梯湖沼の生態と自然保護教育への活用に関す

る研究
●1990 年度
	 28	「望ヶ原天然林」を生かした自然に親しむ活動
	 29	見沼カムバックふるさとプラン
	 30	「帯広の森」野生動物とのふれあいの場づくり
	 31	イトウのすめる森づくり
	 32	ホタルの生息する人里の水系環境保全と人間活動

の調和
●1991年度
	 33	奥球磨山地に「人間の森」をつくる
	 34	ネイチャートレイルの設置活動から村の自然のサン

クチュアリー化運動へ
	 35	谷津干潟保全対策の研究
	 36	糸島地方の自然解明とその保護及び一般への啓蒙
●1992 年度
	 37	農山村エコミュージアムづくりによる都市・農山村

の交流
	 38	紀伊半島沿岸におけるウミガメの調査及び保護活

動
	 39	御前・釈迦岳ブナ・シオジ林の自然とその保全につ

いて
	 40	湧水に生息する生物の生態研究
●1993 年度
	 41	森は海の恋人
	 42	森・人・生きもの・地球を緑の輪で結ぶ京都大原

野の体験森づくり
	 43	坪井川遊水池における生態系の復元
	 44	十津川村地方における伝統的養蜂の調査研究
	 45	宮古諸島におけるサシバと緑と人間の親和性を高

めるための基礎研究

●1994 年度
	 46	ジュンサイ再生保全活動による緑と生きものの復元
	 47	子供達と水生生物との共生をめざす湿地「たんぼ

水族館」の保全と利用に関する研究
	 48	あなたにも出来る保全生物学
		 「市民による絶滅危惧植物の保全研究のマニュアル

づくり」
●1995 年度
	 49	筑波山に炭焼きの里づくり
	 50	コアジサシの生態調査及び保護運動と水辺環境の復元
	 51	生活光とホタルの共存について
	 52	オオサンショウウオの生息状況調査
●1996 年度
	 53	市民参加型緑地保全活動の実践及び推進
	 54	「新タンポポ地図」の作成とその環境教育への応用
	 55	高知県宇佐竜蟹ヶ池における水湿植物の保全に関

する生態学的研究
	 56	学校緑地にビオトープを導入するための基礎的研究
●1997年度
	 57	里道の修復による赤目の里山の保全
	 58	手作りの湿地や水辺の復元運動
	 59	多摩ニュータウン 19 住区の農業公園化構想
	 60	岡山県内の水草の種類と分布、その環境に関する

研究およびミズアオイの保護活動
●1998 年度
	 61	「体験の森づくり」活動
	 62	草原・里山の維持管理技術の啓発と実践による半

自然植生の保全
	 63	森林活動による精神発達障害者の療育効果に関す

る研究
	 64	小動物の利用環境として都市残存林を評価する手

法の研究と生態ガイドブックの作成
●1999 年度
	 65	農業体験教室「草の根農業小学校」の運営
	 66	絶滅危惧植物ガシャモクの保全生物学的研究
	 67	ニホンザリガニの分布・生息環境とその保全に関

する研究
● 2000 年度
	 68	野尻湖における水草帯の復元と環境教育
	 69	スノーケリングによる藻場・海中林及びアマモ場を

主体とした海中自然観察会
	 70	豊かな里山を次世代に残すために
● 2001年度
	 71	大町グランドワークによる上原ビオトープ創出事業
	 72	えひめあやめ指定地その周辺里山整備計画
	 73	市街地緑地の種の保存と供給機能の研究
● 2002 年度
	 74	有明海および島原湾の底生生物データベース作成
	 75	多摩川中流域河床の「地層の野外観察」用の観察

路と支援システムの構築
● 2003 年度
	 76	林業スクール
	 77	「やまんばの森」の「春の女神」保護活動
	 78	東京都府中市立南白糸台小学校
		 「水色の学校プロジェクト」
	 79	沖縄県、慶良間諸島にみられる貴重な森林生態系

の持続的保全と活用
● 2004 年度
	 80	子供達とヤマネの巣箱製作、設置、生態と生息す

る森林生態系の観察と記録
	 81	霧多布湿原ファンづくりのための木道修復活動
	 82	金沢市とその近郊の農業用水の生物多様性維持機

能を高めるための基礎的研究
	 83	桂川・相模川水系におけるシジミ類の生息調査及

び在来種マシジミの保存に向けた繁殖実験

● 2005 年度
	 84	研究者と市民の協働による里山の	生物多様性保全

のための活動及び調査
	 85	田舎暮らしグラウンドワーク・ウスイロヒョウモンモ

ドキの舞う蒜山高原自然再生事業
	 86	瀬戸内海の干潟における貝類を中心とした環境指

標生物の探索
	 87	環境教育機能を備えた学校林の生態管理システム

の構築
● 2006 年度
	 88	小網代の森保全推進のためのパトロール活動
	 89	里山と共に育つ学校の森づくり
		 —里山が育つ、里山と育つ、里山から育つ—
	 90	名古屋周辺における外来カメ類の現状調査と在来

カメ類の保護・保全活動
	 91	水田におけるゲンゴロウ幼虫の保全に関する野外

調査研究
● 2007 年度
	 92	赤とんぼ全国調査
	 93	ニッポンバラタナゴを救う伝統的農業水管理法「ド

ビ流し」の効果
	 94	日本におけるカキ礁生態系の研究と保全
	 95	都市的環境で在来種が外来種に駆逐される要因の

解明
● 2008 年度
	 96	公園管理と蛍の養殖
	 97	湖北野田沼内湖の再生で動き出す琵琶湖のいのち

プロジェクト
	 98	身近な地域・自然を学ぶ環境学習の教材化とプロ

グラムの構築
	 99	ヒサカキの種子散布にかかわる生物間相互作用が

三宅島の森林生態系回復に果たす役割
	100	筑後川の支川・小石原川におけるアカザの生態
	101	重タデ原・坊ガツル湿原における火入れによる土壌

環境改変の実態とその効果の検証
	102	休耕田を利用した湿生植物群落の回復
● 2009 年度
	103	遊んで学ぶ里山体験
	104	栗山鳥の下自然公園・ムクロジの里ステップアップ

事業
	105	カンキョウカジカの生態研究とその保護対策について
	106	奄美大島湯湾岳の野生絶滅植物リュウキュウアセ

ビの復元に向けた遺伝解析
	107	秋吉台の絶滅危惧植物の保護に向けたゾーニング

のための基礎研究
	108	中央アルプス山麓の里山に生息する絶滅危惧種ミ

ヤマシジミとヒメシジミの保全に関する研究
	109	京都・平安神宮内の池に生息するイチモンジタナゴ

の保護
● 2010 年度
	110 	参加型フットパス・ツーリズムの振興による棚田・

里山環境の保全とその活用
	111 	生駒市西畑地区の棚田・里山の再生と創造
	112	スナメリから見つめる瀬戸内海
	113	福岡市室見川におけるシロウオの産卵環境の解明

と住民参加型の保全活動について
	114	琵琶湖固有亜種とされるビワマスにおける遺伝的

多様性の変化
	115	昆虫類を指標とした都市近郊の里山の生物多様性

評価手法に関する研究
●2011年度
	116	高校生・若者による埼玉県小川町での里山づくりと

環境教育活動
	117	MY 大嵐山方式（会員ボランティア）による大嵐山

の自然環境保全運動の仕組みづくり
	118	牛耕復活による里山のたたずまい再生
	119	「干潟生物の市民調査」手法による八代海のベント

ス相調査
	120	東北太平洋沖地震津波による蒲生干潟周辺域の被

害現況調査と海浜性生物の再定着プロセスの解明

● 2012 年度
	121	大人も子どもも谷戸で楽しく自然体験
	122	伝統的循環型農業の復活と自然素材を活かした古

民家再生によるツシマヤマネコと共生する村づくり
	123	多摩川における外来魚調査及び外来種問題啓発活動
	124	ラムサール条約登録湿地・伊豆沼・内沼の食物網

における放射性物質の濃縮の評価
	125	大分県指定天然記念物カマエカズラの繁殖生態と

保全に関する研究
	126	野生鳥獣の放射能汚染が狩猟者の捕獲活動に与え

る影響
● 2013 年度
127		３次元ＧＩＳモデルを用いた八王子滝山里山保全

地域の環境モニタリング活動
128		日本に留学している大学生の中山間地域における

日本文化体験プログラム
129		来浜者の踏圧がウミガメのふ化に及ぼす影響につ

いての調査
130		「家族で学ぼう 福島環境教育エコツアー」開催事業
131		石川県沿岸に生息する絶滅危惧種イカリモンハン

ミョウの生態解明と保全対策の検討
132		北海道平野部における野生生物による防風林の利

用状況に関する研究
133		身近な自然体験の教育的効果の検証 ～多摩市内

の里山環境を生かした教育実践の総合的調査～
134		「震災後の増田川から持続可能な地域社会へのア

プローチ」
● 2014 年度
135		小笠原諸島、西島の森林再生
136		愛子子どもの森の保全とふれあい活動
137		ロープ魚礁とアマモによる生態系の創出活動
138		鹿児島県出水市における保護ツルの臨床検査
139		琉球列島中部域における造礁サンゴの新規加入幼

生の種多様性と遺伝学的集団構造に関する研究
140		奄美諸島における希少野生植物の繁殖に関する生

物相の基礎的研究
141		東日本大震災の津波被災地における地域農業資源

の保全に関する実証研究
● 2015 年度
142		『多摩川のケヤキと共生する会』青梅市多摩川流域

のケヤキの食葉性害虫からの救済と緑陰の維持
143		「松代おやっこ村」　魅力アッププラン
144		奈良県レッドデータブックに記載されている自生山

野草の保全と管理
145		野焼きボランティアのための難燃性ゼッケン製作
146		市民調査による岩手県の植物相の研究
147		希少動物アマミノクロウサギ保全に向けた
		 分子遺伝学的アプローチ
148		対馬に生息する希少植物種を保全するための
		 植生回復および栽培試験に関する調査研究
149		サクラにおける効率的な挿し木繁殖法の確立およ

びサクラ遺伝資源の保存・管理に関する基礎研究

※団体名・所属名等は助成当時のものです。

京都府立須知高等学校の
「ウィードの森」の
生態調査と里山の整備
●京都府立須知高等学校 PTA 
●京都府
● 170 万円

女川学びの森の整備と
利活用促進
● NPO 法人女川ネイチャーガイド
協会 
●宮城県
●85 万円

150

158

大淀川の絶滅危惧植物
「タコノアシ」の保全活動
● NPO 法人大淀川流域
ネットワーク
●宮﨑県
● 34 万円

豊田市の中山間地を舞台とした
多世代参加型の自然との
ふれあい活動
●豊田高専ドミタウン実行委員会
●愛知県
●40 万円

ドローンと VR 技術を活用
した里山ランドスケープの
モニタリング手法の開発
●一ノ瀬友博（慶應義塾大学）
●神奈川県
● 110 万円

東京藝術大学上野キャンパスに
おける武蔵野の植生再生と維持
の活動
●東京藝術大学キャンパスグランド
デザイン室
●東京都  ●160 万円

GPS 首輪を用いた積雪地域
におけるイノシシの行動特性
●山本麻希（NPO 法人新潟ワイ
ルドライフリサーチ）
●新潟県
● 110 万円

ニホンイシガメの保全を目的と
した生活史の解明
●小賀野 大一（東邦大学理学部）
●千葉県
●165 万円

大人も子どもも楽しく安全に自然
体験が楽しめるガイアの森づくり
● NPO 法人 ガイア自然学校とやま
●富山県
● 150 万円

海岸の自然観察を通じてマイク
ロプラスチックの危険性を学ぶ
●特定非営利活動法人 サンクチュア
リエヌピーオー
●静岡県
● 60 万円

外来アライグマの営巣特性
調査と対策コスト削減のた
めの巣箱型ワナの開発
●池田透（北海道大学大学院）
●北海道
● 140 万円

石狩海岸における希少アリ類・海
浜植物・外来カエル類の相互関係
に関する研究
●吉田 剛司（酪農学園大学）　
●北海道
●95 万円

豊北の水と生態系の研究・下関北
高協同～粟野川流域図作成を原点に～
●北高夢ロード実行委員会
●山口県
● 50 万円

天然記念物ミヤコタナゴの再導入
等の候補地の探索および生息域の
再生手法の検討
●鈴木規慈（三重大学大学院）
●千葉県   
● 150 万円

巨樹・名木とそれを取り巻く地域
社会における生態系サービス及び
Eco-DRR機能の定量的評価
●宇野宏司（神戸市立工業高等専門
学校）
●兵庫県   ● 70 万円

岩手県の砂浜植生再生活動を通し
た環境教育プログラムの開発
●島田直明（岩手県立大学）
●岩手県
● 90 万円

遺伝情報を用いた絶滅危惧植物
ヤチシャジンの野生集団の再生
●渡邉園子（広島大学大学院）
●広島県
● 100 万円

知床国立公園とその周辺における
ヒグマと人の共存の道を探る調査研究
●下鶴 倫人（北海道大学大学院）
●北海道
●145 万円

みちのく潮風トレイル利用促進のため
の歩行データの調査・研究
●特定非営利活動法人 みちのくト
レイルクラブ
●宮城県
● 200 万円

伊豆諸島青ヶ島の絶滅危惧種が生育する
噴気孔原群落の保全にむけた基礎研究
●上條隆志（筑波大学）
●東京都青ヶ島
● 50 万円

網走市こまば木のひろばにおけるエゾ
モモンガの生態調査
●後藤ひとみ（東京農業大学）
●北海道
● 30 万円
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166

169

名勝・重要文化的景観
「おばすて（田毎の月）」
棚田の保全活動
●田毎の月棚田保存同好会
●長野県
● 90 万円

里山を活かしたこどもの遊び場と
大人のコミュニティスペース
●土沢森あそびの会　
●神奈川県
●60 万円

はぐくむ、つなげる、つたえる、
まもる、谷津田の生きものの
いのちのにぎわいとつながり
●特定非営利活動法人ちば
環境情報センター
●千葉県
● 90 万円

子どもたちによる
里山再生プロジェクト
●南アルプス子どもの村中学校
●山梨県
●100 万円
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● 2016 年度

● 2017 年度

● 2018 年度
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